日清戦争以前の外国船修理問題 : 東京石川島造船所を中心に by 賀 申杰
は
じ
め
に
大
型
船
の
本
格
的
な
修
理
の
た
め
に
は
曳
き
揚
げ
用
の
蒸
気
機
関
を
有
す
る
修
船
架
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
約
一
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
大
型
船
の
場
合
、
船
渠
（
ド
ッ
ク
）
が
必
要
に
な
る
（
１
）。
開
港
以
来
、
横
浜
に
来
航
し
た
外
国
船
舶
の
数
が
増
長
し
続
け
た
が
、
明
治
三
〇
年
代
ま
で
東
京
湾
沿
岸
に
は
深
刻
な
船
渠
不
足
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。
明
治
三
二
年
六
月
二
三
日
、
石
川
島
造
船
所
浦
賀
分
工
場
の
開
業
式
に
お
け
る
山
本
権
兵
衛
海
軍
大
臣
の
祝
辞
に
は
船
渠
不
足
の
状
況
に
関
す
る
以
下
の
内
容
が
あ
る
。
歳
月
を
追
ふ
に
従
ひ
航
海
船
舶
の
増
加
と
共
に
事
業
大
に
発
達
し
た
る
も
、
船
舶
の
割
合
に
船
渠
不
足
し
て
、
即
ち
現
在
登
簿
噸
数
五
〇
〇
以
上
の
本
邦
人
所
有
の
汽
船
は
二
一
〇
有
余
艘
に
達
し
、
内
外
船
舶
の
東
京
湾
に
入
る
も
の
一
ヶ
年
約
四
七
万
噸
の
多
き
に
上
れ
る
に
拘
ら
ず
、
東
京
湾
に
於
け
既
成
民
有
船
渠
の
数
は
本
船
渠
を
合
し
て
四
個
〔
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
、
以
下
同
〕、
全
国
を
通
じ
て
一
六
個
に
て
、
内
五
〇
〇
噸
以
上
の
船
舶
を
容
る
る
に
足
る
べ
き
も
の
は
概
ね
一
二
個
に
す
ぎ
ず
、
今
之
を
五
〇
〇
噸
以
上
の
民
有
船
舶
の
数
に
比
較
せ
ば
、
船
渠
の
数
一
個
に
対
し
五
〇
〇
噸
以
上
の
船
舶
一
七
艘
強
に
当
り
、
更
に
五
〇
〇
噸
以
下
の
船
舶
に
比
較
す
る
と
き
は
甚
し
き
不
足
を
感
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
外
国
の
船
舶
に
し
て
入
渠
を
要
す
る
者
を
合
す
る
と
き
は
殆
ど
其
用
に
応
ず
る
の
暇
な
き
の
現
状
な
り
（
２
）。
石
川
島
造
船
所
浦
賀
分
工
場
の
船
渠
が
開
業
し
た
三
二
年
当
時
、
ま
さ
に
日
清
戦
後
、
海
軍
軍
備
の
未
曾
有
の
急
膨
張
が
頂
点
に
達
し
た
時
期
で
あ
り
、
新
艦
の
輸
入
と
建
造
に
と
も
な
い
、
そ
の
維
持
と
修
理
工
事
に
応
じ
る
た
め
各
海
軍
工
廠
は
多
忙
を
極
め
て
い
た
（
３
）。
そ
れ
ま
で
横
須
賀
海
軍
造
船
廠
は
広
く
部
外
船
舶
の
入
渠
修
理
工
事
に
従
事
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
か
ら
「
軍
需
」
を
優
先
に
し
よ
う
と
し
た
海
軍
省
は
同
年
五
月
一
一
日
、「
自
今
海
軍
造
船
廠
ニ
於
テ
ハ
帝
国
海
軍
艦
船
ニ
ア
ラ
サ
ル
船
舶
ノ
入
渠
修
理
等
ヲ
施
行
セ
ス
（
４
）」
と
い
う
告
示
を
発
し
て
い
日
清
戦
争
以
前
の
外
国
船
修
理
問
題
―
―
東
京
石
川
島
造
船
所
を
中
心
に
―
―
賀
申
杰
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
第
二
十
四
号
二
〇
二
〇
年
三
月
19
た
。
私
立
造
船
所
の
船
渠
の
開
業
式
に
お
い
て
山
本
海
軍
大
臣
は
船
渠
の
不
足
問
題
を
提
起
し
、「
外
国
の
船
舶
に
し
て
入
渠
を
要
す
る
者
を
合
す
る
と
き
は
殆
ど
其
用
に
応
ず
る
の
暇
な
き
」
す
な
わ
ち
「
外
需
」
に
応
じ
る
能
力
の
欠
乏
を
強
調
し
た
こ
と
の
背
後
に
は
、
ま
さ
に
海
軍
造
船
廠
が
「
民
需
」・「
外
需
」
を
排
除
す
る
事
情
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
三
二
年
の
時
点
で
山
本
海
軍
大
臣
が
講
演
で
言
及
し
た
東
京
湾
内
の
四
個
の
民
有
船
渠
の
う
ち
、
石
川
島
造
船
所
浦
賀
分
工
場
船
渠
、
お
よ
び
横
浜
船
渠
の
第
一
、
第
二
船
渠
は
す
べ
て
日
清
戦
後
に
開
業
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
東
京
湾
内
、
外
国
船
の
修
理
に
応
じ
ら
れ
る
の
は
横
須
賀
造
船
所
と
東
京
石
川
島
造
船
所
の
船
渠
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
明
治
一
六
年
の
海
軍
軍
拡
の
開
始
後
、
横
須
賀
造
船
所
は
、
既
存
の
製
造
能
力
を
フ
ル
稼
働
し
て
軍
拡
に
応
じ
て
い
た
。
ま
た
東
京
の
隅
田
川
河
口
に
位
置
す
る
石
川
島
造
船
所
の
船
渠
も
小
型
船
の
入
渠
修
理
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
外
国
商
船
が
東
京
に
回
航
し
て
修
理
を
受
け
る
場
合
、
神
奈
川
県
と
東
京
府
両
地
方
庁
は
も
ち
ろ
ん
、
密
商
取
締
の
た
め
大
蔵
省
管
下
の
横
浜
税
関
も
申
請
手
続
き
に
関
与
し
て
い
た
。
明
治
一
六
年
の
海
軍
軍
拡
の
開
始
か
ら
三
〇
年
代
ま
で
、
東
京
湾
内
の
長
期
的
な
船
渠
不
足
の
条
件
下
、
開
港
以
来
増
長
し
続
け
た
外
国
船
舶
の
修
理
需
要
に
ど
う
応
じ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
対
す
る
関
係
各
官
庁
と
造
船
所
自
身
の
態
度
と
関
心
を
究
明
す
る
こ
と
は
本
論
文
の
課
題
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
海
軍
の
公
文
を
利
用
し
て
明
治
一
六
年
以
降
の
横
須
賀
造
船
所
の
外
国
船
修
理
の
受
入
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
第
二
章
で
は
視
点
を
東
京
の
石
川
島
造
船
所
に
移
し
、
貸
渡
し
の
前
後
に
お
い
て
同
造
船
所
が
「
軍
需
」
に
応
じ
る
状
況
を
描
写
す
る
と
と
も
に
、
同
造
船
所
へ
の
工
事
委
托
に
対
す
る
海
軍
側
の
態
度
を
検
討
し
た
い
。
そ
し
て
第
三
章
は
「
外
需
」
に
注
目
し
、
石
川
島
造
船
所
に
お
け
る
外
国
船
の
修
理
に
関
す
る
規
則
の
制
定
、
お
よ
び
そ
れ
を
め
ぐ
る
関
係
官
庁
の
方
針
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
第
一
章
、
明
治
一
六
年
軍
拡
以
降
、
横
須
賀
造
船
所
の
外
国
船
修
理
一
、
明
治
二
〇
年
ま
で
の
修
理
状
況
明
治
一
六
年
の
軍
拡
の
開
始
後
、
一
月
、
海
軍
省
主
船
寮
は
横
須
賀
造
船
所
に
対
し
て
「
渠
内
工
事
ノ
外
ハ
他
ノ
新
製
修
理
艦
船
ハ
勿
論
其
他
諸
注
文
品
ト
雖
モ
夫
カ
為
メ
新
艦
製
造
ノ
工
事
ヲ
缺
ク
カ
如
キ
工
業
ハ
一
切
依
頼
ニ
応
セ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
仮
令
渠
内
ノ
工
事
ト
雖
モ
止
ヲ
得
サ
ル
ノ
外
ハ
成
ル
ヘ
ク
彼
ニ
於
テ
自
弁
セ
シ
メ
、
其
他
当
所
倉
庫
品
及
新
艦
修
理
船
ノ
属
具
ノ
如
キ
他
ノ
製
造
所
ニ
テ
成
シ
得
ヘ
キ
品
ハ
他
ニ
製
造
ヲ
命
シ
、
可
成
当
所
ノ
工
事
ヲ
補
助
セ
シ
メ
、
可
成
新
艦
ヲ
シ
テ
速
成
セ
シ
ム
ル
（
５
）」
と
新
艦
建
造
工
事
の
優
先
を
強
調
し
、
新
艦
を
速
成
す
る
た
め
、
私
立
造
船
・
機
械
工
場
の
生
産
力
を
動
員
し
て
「
可
成
当
所
ノ
工
事
ヲ
補
助
」
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
外
国
に
寄
港
す
る
軍
艦
は
所
属
国
の
権
威
の
象
徴
と
見
做
さ
れ
た
た
め
、
外
国
軍
艦
を
礼
遇
し
て
で
き
る
だ
け
の
便
利
を
与
え
る
こ
と
は
当
時
外
交
上
の
常
識
だ
っ
た
。
外
務
・
海
軍
両
省
に
と
っ
て
そ
の
修
理
は
簡
単
に
拒
絶
・
排
除
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
一
五
年
ご
ろ
、
外
国
船
の
修
理
申
請
手
続
き
は
、
軍
艦
は
公
使
館
・
外
務
省
経
由
で
、
商
船
は
横
浜
領
事
館
・
神
奈
川
県
庁
経
由
で
海
軍
省
に
申
請
す
る
と
い
う
ル
ー
ト
が
定
着
し
、
二
一
年
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
表
一
で
、
明
治
一
七
年
か
ら
二
〇
年
の
規
則
改
正
ま
で
、
海
軍
・
外
務
両
省
の
公
文
か
ら
明
ら
か
に
で
き
る
横
須
賀
造
船
所
に
お
け
る
外
国
船
修
理
の
状
況
を
ま
と
め
る
。
『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
明
治
二
〇
年
に
横
須
賀
造
船
所
は
部
内
軍
艦
三
一
隻
、
日
本
民
間
船
舶
四
五
隻
お
よ
び
外
国
船
一
二
隻
の
修
理
工
20
事
を
行
っ
た
。
外
国
船
一
二
隻
の
う
ち
六
隻
は
軍
艦
（
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
ア
ス
ピ
ッ
ク
、
ロ
シ
ア
国
軍
艦
ヂ
ミ
ト
リ
ー
・
ド
ン
ス
コ
イ
、
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
チ
ュ
レ
ン
ヌ
、
ア
メ
リ
カ
軍
艦
モ
ノ
カ
シ
ー
、
ロ
シ
ア
軍
艦
ウ
イ
チ
ヤ
ヂ
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
軍
艦
ラ
イ
ヲ
リ
マ
）
で
あ
る
（
６
）。
表
一
と
見
比
べ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
ヴ
ィ
ペ
ー
ル
号
の
修
理
が
『
横
須
賀
海
軍
工
廠
史
』
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
軍
艦
ラ
イ
ヲ
リ
マ
の
修
理
は
外
務
・
海
軍
両
省
の
公
文
史
料
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
海
軍
・
外
務
の
公
文
史
料
の
み
で
把
握
で
き
る
の
は
あ
く
ま
で
外
国
船
修
理
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
全
貌
を
把
握
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
二
〇
年
の
修
理
船
市
場
に
限
定
す
る
と
、
軍
拡
期
に
入
っ
て
も
「
民
需
」
す
な
わ
ち
日
本
の
民
間
船
舶
の
修
理
数
が
依
然
と
し
て
修
理
船
市
場
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
た
。
当
時
の
外
国
船
修
理
の
特
徴
と
し
て
は
、
事
例
数
は
少
な
い
も
の
の
、
以
下
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
時
の
横
須
賀
造
船
所
は
「
新
艦
製
造
ノ
工
事
ヲ
缺
ク
カ
如
キ
工
業
ハ
一
切
依
頼
ニ
応
セ
サ
ル
」
と
の
方
針
を
掲
げ
て
ほ
ぼ
全
て
の
生
産
能
力
を
「
軍
需
」
に
集
中
さ
せ
て
い
た
た
め
、
外
国
船
の
修
理
請
求
に
対
し
、
先
約
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は
希
望
入
渠
日
よ
り
多
少
遅
れ
て
工
事
に
着
手
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
修
理
遅
延
の
た
め
に
他
港
に
回
航
し
て
修
理
を
受
け
る
外
国
船
も
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
、
明
治
一
九
年
一
一
月
に
修
理
を
申
請
し
た
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
ア
ウ
デ
シ
ュ
ス
号
は
、
海
軍
省
か
ら
の
「
只
今
船
渠
塞
カ
リ
、
来
十
一
日
後
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
ア
ウ
デ
シ
ュ
ス
号
入
渠
日
時
の
見
込
立
ズ
」
と
い
う
報
に
接
し
、「
横
須
賀
の
都
合
出
来
サ
ル
ナ
ラ
バ
長
崎
ニ
相
廻
候
テ
モ
可
ナ
リ
（
７
）」
と
海
軍
省
に
照
会
し
、
結
局
長
崎
に
回
航
し
て
修
理
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
に
海
軍
部
内
工
事
の
繁
忙
は
外
国
船
の
修
理
事
務
に
も
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
海
軍
省
と
横
須
賀
造
船
所
は
で
き
る
か
ぎ
り
外
国
船
の
修
理
需
要
に
応
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
か
ら
分
か
る
範
囲
で
は
、
表一、明治一七～二〇年、横須賀造船所への外国船修理の申請状況
外務省→
公使
９月１９日
２月１０日
２月１３日
３月３１日
５月１日
８月１１日
９月８日
１２月４日、海軍省→公使
１１月４日
５月２０日
６月９日
９月２４日
１２月１５日、海軍省→公使
海軍省→
外務省
９月１８日
２月６日
２月１２日
３月３０日
５月１日
８月１１日
９月８日
１１月３日
５月２０日
６月９日
６月２４日
９月２２日
１１月４日
造船所・鎮守
府→海軍省
２月５日
３月２８日
４月３０日
８月１０日
９月８日
１０月１２日
海軍省→鎮守
府・造船所
２月５日
３月２７日
９月５日
１２月２日
６月２４日
１１月４日
明治２０年１０月１０日
外務省→
海軍省
９月１６日
２月４日
２月１０日
明治１８年３月２７日
４月３０日
８月８日
９月４日
公使→海軍省、明治１８年１２月２日
１１月１日
５月１９日
６月６日
６月２３日
９月２０日
明治２０年１１月４日
公使→海軍省、明治２０年１２月１５日
公使→
外務省
明治１７年９月１２日
明治１８年２月４日
明治１８年２月９日
明治１８年４月３０日
明治１８年８月８日
明治１８年９月４日
明治１９年１１月１日
明治２０年５月１９日
明治２０年６月３日
明治２０年６月２２日
明治２０年９月２０日
船名
仏郵船メンザレー
仏郵船メンザレー
仏郵船ウオルガ
仏郵船ウオルガ
露軍艦モノマフ○
仏郵船ウオルガ○
独軍艦ナウチルス
米軍艦ヲシッピー○
英軍艦アウデシュス
仏軍艦チュレンヌ
仏軍艦ヴイペール
仏軍艦アスピック
米軍艦モノカシー
露国軍艦ヂミトリー・ドンスコイ○
露軍艦ウイチヤヂー○
露軍艦リンダ○
21
同
時
期
に
部
内
工
事
の
繁
忙
を
理
由
と
し
て
外
国
船
の
修
理
請
求
を
明
白
に
拒
絶
し
た
事
例
は
た
だ
一
つ
、
す
な
わ
ち
表
一
傍
線
部
の
ド
イ
ツ
軍
艦
ナ
ウ
チ
ル
ス
の
例
だ
け
で
あ
る
。
同
艦
の
申
請
当
時
、
横
須
賀
造
船
所
の
稼
働
中
の
三
つ
の
船
渠
は
い
ず
れ
も
「
塞
リ
居
リ
、
皆
日
数
カ
ヽ
ル
修
理
ニ
テ
当
分
明
ク
見
込
ナ
シ
」
た
め
、
造
船
所
は
「
此
際
独
乙
軍
艦
入
渠
何
分
差
繰
致
兼
候
（
８
）」
と
海
軍
省
に
返
答
し
、
修
理
請
求
を
拒
絶
し
た
。
そ
れ
以
外
、
ほ
と
ん
ど
の
外
国
船
の
修
理
の
請
求
が
受
理
さ
れ
た
。
さ
ら
に
表
一
の
う
ち
船
名
に
「
○
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
い
ず
れ
も
造
船
所
が
外
務
・
海
軍
両
省
の
要
求
に
応
じ
、
先
約
の
部
内
の
工
事
を
後
回
し
に
し
て
優
先
的
に
外
国
船
修
理
に
着
手
し
た
事
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ア
メ
リ
カ
軍
艦
ヲ
シ
ッ
ピ
ー
号
（
９
）と
ロ
シ
ア
軍
艦
ウ
イ
チ
ヤ
ヂ
ー
号
（
１０
）は
、
そ
れ
ぞ
れ
暴
風
に
よ
る
難
破
の
応
急
修
理
、
あ
る
い
は
救
難
捜
索
任
務
の
た
め
至
急
出
港
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
特
別
な
事
情
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
四
事
例
は
す
べ
て
外
務
・
海
軍
両
省
は
外
国
交
際
上
の
事
情
を
考
慮
し
て
外
国
船
を
優
先
的
に
修
理
し
た
事
例
で
あ
る
（
１１
）。
ま
た
、
明
治
八
年
の
外
国
船
修
理
の
申
請
手
続
き
に
関
す
る
規
則
が
制
定
さ
れ
た
際
、
海
軍
省
は
す
で
に
「
我
軍
艦
ニ
於
テ
モ
至
急
修
復
之
事
」、「
入
渠
ヲ
要
ス
ル
時
ハ
仮
令
他
邦
之
諸
船
修
復
之
条
約
を
結
び
、
既
ニ
入
渠
ニ
臨
ム
ト
雖
モ
我
軍
艦
ニ
於
テ
右
等
之
義
有
之
節
ハ
其
条
約
ヲ
延
行
シ
テ
我
軍
艦
落
成
之
後
前
約
を
践
ミ
可
申
（
１２
）」
と
い
う
原
則
を
掲
げ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
部
内
軍
艦
の
修
理
が
急
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
理
由
に
外
国
船
修
理
の
先
約
を
後
回
し
に
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
海
難
あ
る
い
は
座
礁
事
故
に
遭
っ
た
軍
艦
の
修
復
に
は
数
ヶ
月
、
長
け
れ
ば
一
年
以
上
か
か
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
修
復
工
事
の
た
め
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
外
国
船
の
修
理
請
求
を
拒
絶
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
明
治
一
八
年
一
月
、
軍
艦
金
剛
は
長
崎
か
ら
神
戸
へ
の
回
航
の
途
中
、
関
門
海
峡
附
近
で
座
礁
事
故
が
発
生
し
た
（
１３
）。
所
属
中
艦
隊
の
司
令
官
松
村
淳
蔵
の
至
急
修
理
の
要
請
に
接
し
た
横
須
賀
造
船
所
は
、
船
渠
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て
「
一
ハ
近
江
丸
在
渠
ニ
シ
テ
五
月
初
旬
ナ
ラ
テ
ハ
出
渠
ノ
運
ヒ
ニ
至
リ
難
ク
、
二
ハ
目
下
扶
桑
艦
在
渠
ニ
シ
テ
、
其
跡
ヘ
仏
郵
船
メ
ン
ザ
レ
ー
号
ヲ
入
ル
ヘ
キ
コ
ト
ニ
御
達
相
成
居
候
」。「
兎
角
其
次
ヘ
金
剛
艦
ヲ
入
ル
ヽ
ノ
外
無
之
」
と
海
軍
省
に
返
答
し
て
い
た
。
海
軍
省
も
フ
ラ
ン
ス
郵
船
の
メ
ン
ザ
レ
ー
号
工
事
は
「
只
船
底
ノ
蠣
ヲ
落
シ
、
塗
替
ニ
止
ル
（
１４
）」
と
い
う
事
情
、
お
よ
び
定
期
郵
船
の
特
殊
性
を
考
慮
し
て
金
剛
艦
の
修
理
を
後
に
し
て
先
に
フ
ラ
ン
ス
郵
船
の
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
う
し
て
明
治
一
六
年
の
軍
拡
以
降
、
横
須
賀
造
船
所
は
新
艦
建
造
関
係
の
工
事
を
最
優
先
に
し
て
あ
る
程
度
「
民
需
」
を
排
除
し
て
「
軍
需
」
に
集
中
し
た
が
、
外
国
船
の
修
理
工
事
は
じ
め
と
す
る
「
外
需
」
に
関
し
て
は
、
排
除
す
る
ど
こ
ろ
か
、
海
軍
は
部
内
工
事
以
上
の
優
遇
を
与
え
て
い
た
。
ま
た
、
明
治
一
〇
年
代
後
半
か
ら
清
国
軍
艦
の
一
部
の
修
理
点
検
工
事
も
日
本
、
と
り
わ
け
長
崎
造
船
所
に
依
頼
さ
れ
て
い
た
。
明
治
一
九
年
八
月
、
修
理
の
た
め
に
長
崎
に
寄
港
し
た
北
洋
艦
隊
の
水
兵
が
暴
動
を
起
こ
し
、
い
わ
ゆ
る
長
崎
事
件
が
発
生
し
た
（
１５
）。
同
事
件
は
日
清
両
国
の
間
に
深
刻
な
外
交
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
事
件
の
一
年
後
の
二
〇
年
八
月
、「
先
年
修
繕
之
為
長
崎
ニ
軍
艦
ヲ
発
遣
シ
タ
ル
ニ
不
図
モ
意
外
之

藤
ヲ
生
ジ
タ
ル
ニ
付
、
再
ヒ
長
崎
ニ
軍
艦
ヲ
派
ス
ル
コ
ト
ハ
支
那
官
吏
ノ
決
シ
テ
為
サ
ヾ
ル
所
ニ
有
之
。
就
テ
ハ
別
ニ
修
艦
ノ
地
ナ
キ
ニ
付
本
年
ハ
北
洋
ノ
軍
艦
ヲ
香
港
ニ
派
シ
テ
修
繕
ス
ヘ
シ
ト
ノ
説
有
之
候
」
と
い
う
当
時
の
状
況
に
対
し
、
井
上
馨
外
務
大
臣
は
在
天
津
領
事
波
多
野
承
五
郎
に
「
清
国
軍
艦
長
崎
ニ
来
航
修
繕
可
為
致
儀
ハ
甚
タ
好
マ
シ
キ
儀
ニ
付
」「
漸
々
其
筋
ヘ
説
キ
込
、
該
軍
艦
ヲ
長
崎
港
ヘ
送
リ
修
繕
可
為
致
様
精
々
御
尽
力
有
之
度
（
１６
）」
と
訓
令
を
発
し
、
外
交
上
の
紛
糾
を
引
き
起
こ
し
た
清
国
海
軍
で
さ
え
、
友
好
的
な
態
度
で
艦
船
修
理
と
い
う
「
外
需
」
の
誘
致
を
積
極
的
に
支
持
し
て
い
た
。
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外
国
船
の
修
理
に
対
す
る
外
務
・
海
軍
両
省
の
態
度
は
好
意
的
で
あ
る
が
、
依
頼
主
の
外
国
船
側
は
必
ず
し
も
造
船
所
現
場
の
接
遇
に
満
足
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
二
〇
年
九
月
、
ア
メ
リ
カ
軍
艦
モ
ノ
カ
シ
ー
の
修
理
申
請
に
対
し
て
海
軍
省
は
「
来
ル
二
十
八
九
日
後
ナ
レ
ハ
入
渠
差
支
無
之
」
と
返
答
し
た
が
、
三
〇
日
に
横
須
賀
造
船
所
に
回
航
し
た
同
艦
艦
長
は
、
造
船
所
か
ら
「
向
フ
六
日
間
ハ
入
渠
難
差
許
、
且
ツ
同
艦
入
渠
ノ
儀
ニ
付
テ
ハ
未
タ
何
訓
令
モ
無
之
」
と
の
知
ら
せ
を
受
け
、
大
に
失
望
し
て
横
浜
に
戻
り
、
同
国
公
使
館
を
通
じ
て
外
務
省
に
抗
議
し
た
。
海
軍
省
が
取
り
調
べ
た
結
果
、
原
因
は
海
軍
省
・
横
須
賀
鎮
守
府
・
造
船
所
間
の
相
互
連
絡
の
行
き
違
い
、
お
よ
び
双
方
の
通
訳
の
理
解
の
齟
齬
で
あ
っ
た
（
１７
）。
こ
の
事
件
を
受
け
て
、
同
年
一
〇
月
ロ
シ
ア
軍
艦
の
修
理
申
請
の
際
、
造
船
所
は
横
須
賀
鎮
守
府
に
対
し
て
「
船
渠
都
合
出
来
次
第
廻
艦
日
限
ハ
直
ニ
当
所
よ
り
該
艦
へ
申
入
ル
ヽ
事
致
度
、
否
ラ
サ
レ
バ
過
日
米
国
軍
艦
モ
ノ
カ
シ
ー
号
ノ
如
キ
中
途
行
違
ヲ
生
シ
甚
タ
不
都
合
（
１８
）」
で
あ
る
と
上
申
し
、
モ
ノ
カ
シ
ー
号
修
理
の
と
き
の
よ
う
な
問
題
の
再
発
を
防
ぐ
た
め
、
外
国
船
の
修
理
が
海
軍
省
に
許
可
さ
れ
た
場
合
、
現
場
の
都
合
・
入
渠
日
の
調
整
な
ど
に
関
し
て
は
造
船
所
が
外
国
船
に
直
接
連
絡
す
る
こ
と
が
経
営
上
有
益
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
諸
外
国
の
公
使
館
・
領
事
館
、
外
務
省
ま
た
は
神
奈
川
県
庁
経
由
で
海
軍
省
に
申
請
し
、
そ
の
後
海
軍
省
が
造
船
所
の
状
況
を
確
認
し
て
修
理
の
可
否
を
決
定
す
る
と
い
う
申
請
ル
ー
ト
の
煩
雑
さ
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
と
横
須
賀
造
船
所
も
痛
感
し
て
い
た
。
明
治
一
〇
年
に
海
軍
省
は
「
外
国
軍
艦
之
義
ハ
其
公
使
ヨ
リ
外
務
省
ヘ
申
立
同
省
ヨ
リ
直
ニ
其
所
ヘ
照
会
シ
、
商
船
郵
船
ハ
其
領
事
ヨ
リ
神
奈
川
県
ヘ
申
立
同
県
ヨ
リ
其
所
ヘ
照
会
可
致
候
（
１９
）」、
す
な
わ
ち
海
軍
省
を
経
由
せ
ず
、
外
務
省
、
神
奈
川
県
庁
が
直
接
造
船
所
に
申
請
す
る
と
い
う
規
則
を
立
て
て
い
た
が
、
結
果
的
に
は
軍
拡
の
開
始
後
、
一
五
年
以
降
か
ら
二
〇
年
代
初
期
ま
で
、
外
国
船
修
理
の
申
請
は
再
び
海
軍
省
経
由
の
ル
ー
ト
に
戻
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
一
年
に
再
び
、
申
請
規
則
に
つ
い
て
造
船
所
と
関
係
省
庁
と
の
間
で
同
規
則
の
再
改
正
を
検
討
さ
れ
は
じ
め
る
。
二
、
明
治
二
一
年
の
規
則
改
正
と
そ
の
後
の
外
国
船
修
理
の
状
況
前
述
の
ア
メ
リ
カ
軍
艦
モ
ノ
カ
シ
ー
号
修
理
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
際
、
外
務
省
も
海
軍
省
に
「
右
ハ
外
交
上
ニ
関
シ
甚
タ
不
都
合
（
２０
）」
と
し
て
海
軍
省
内
の
往
復
連
絡
が
も
た
ら
し
た
誤
解
に
不
満
を
表
明
し
、
海
軍
省
内
の
事
務
処
理
の
簡
略
化
を
希
望
し
て
い
た
。
二
一
年
五
月
、
横
浜
に
寄
港
し
た
ド
イ
ツ
軍
艦
イ
ル
チ
ス
号
は
艦
底
掃
除
の
た
め
の
入
渠
を
申
請
し
た
。
五
月
七
日
外
務
省
は
「
至
急
入
渠
被
差
許
候
様
横
須
賀
鎮
守
府
司
令
官
ヘ
御
達
相
成
度
。
且
又
入
渠
差
支
無
之
候
ハ
ヽ
、
其
都
合
等
同
司
令
官
ヨ
リ
同
艦
へ
直
ニ
通
知
相
成
候
様
致
度
候
（
２１
）」
と
海
軍
省
に
照
会
し
、
造
船
所
を
管
理
す
る
横
須
賀
鎮
守
府
が
海
軍
・
外
務
両
省
を
経
由
せ
ず
、
外
国
船
と
直
接
連
絡
を
と
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
翌
五
月
八
日
、
外
務
省
は
さ
ら
に
外
国
船
修
理
の
規
則
改
正
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
外
国
軍
艦
修
復
ノ
為
メ
横
須
賀
船
渠
入
進
願
出
ノ
手
続
ニ
関
シ
テ
ハ
先
年
来
時
々
其
規
則
ヲ
改
メ
一
定
ノ
例
規
無
之
候
処
、
近
年
ニ
至
リ
テ
ハ
軍
艦
所
属
国
公
使
ヲ
経
テ
本
省
ヘ
申
出
、
本
省
ニ
於
テ
ハ
貴
省
御
差
支
ノ
有
無
ヲ
問
合
セ
後
回
答
ノ
趣
公
使
ヲ
経
テ
艦
長
ヘ
通
知
致
候
手
続
ニ
相
成
居
候
。
然
処
往
々
修
繕
迅
速
ヲ
要
ス
ル
場
合
モ
有
之
、
前
述
ノ
手
続
ヲ
履
候
ト
キ
ハ
徒
ラ
ニ
時
日
ヲ
遷
延
シ
修
復
船
ニ
於
ハ
其
不
便
不
少
、
且
ツ
願
出
ノ
都
度
公
使
及
貴
我
両
省
ヲ
経
由
ス
ル
ノ
手
続
ハ
平
時
ニ
ア
リ
テ
ハ
更
ニ
其
必
要
無
之
義
ト
存
候
。
向
後
益
修
復
艦
ノ
便
利
ヲ
謀
ラ
ン
カ
為
メ
且
ツ
ハ
可
成
不
用
ノ
手
続
ヲ
省
カ
ン
カ
為
メ
、
艦
長
ヨ
リ
直
ニ
横
須
賀
鎮
守
府
司
令
長
官
へ
為
願
出
候
様
致
度
。
若
シ
貴
省
ニ
於
テ
御
異
存
無
之
候
ハ
ヽ
本
省
ヨ
リ
各
国
公
使
ヘ
右
ノ
趣
通
牒
可
及
候
（
２２
）。
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「
艦
長
ヨ
リ
直
ニ
横
須
賀
鎮
守
府
司
令
長
官
へ
為
願
出
候
様
致
度
」
と
い
う
外
務
省
側
の
提
案
に
対
し
て
海
軍
大
臣
西
郷
従
道
は
「
然
ル
ニ
修
理
費
ヲ
償
ハ
ス
出
港
セ
シ
例
モ
有
之
候
ニ
付
、
軍
艦
ハ
公
使
之
紹
介
、
商
船
ハ
領
事
之
紹
介
ヲ
以
鎮
守
府
司
令
長
官
へ
願
出
候
様
致
度
」
と
、
修
理
費
用
の
支
払
い
を
確
実
に
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
外
国
公
使
館
・
領
事
館
経
由
の
手
続
き
を
堅
持
し
た
。
海
軍
省
の
意
見
に
つ
い
て
外
務
省
は
再
び
「
然
ル
ニ
軍
艦
所
属
国
公
使
ノ
照
会
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
本
大
臣
ヲ
経
由
セ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
儀
ニ
付
、
軍
艦
ト
イ
ヘ
ト
モ
商
船
同
様
領
事
ノ
紹
介
ヲ
以
テ
同
司
令
長
官
ヘ
願
出
入
渠
被
差
許
候
様
致
度
（
２３
）」
と
提
案
し
て
海
軍
省
の
同
意
を
得
た
。
外
務
・
海
軍
両
省
の
協
議
の
末
、
軍
艦
の
修
理
に
関
し
て
「
其
艦
長
ヨ
リ
軍
艦
所
属
国
領
事
ノ
紹
介
ヲ
以
テ
直
ニ
其
府
〔
横
須
賀
鎮
守
府
〕
へ
請
求
ノ
手
順
ニ
相
改
メ
候
」
と
各
国
公
使
に
通
知
さ
れ
た
。
ま
た
外
国
商
船
の
修
理
に
つ
い
て
も
、
当
初
は
「
修
復
ヲ
要
求
ス
ル
節
ハ
神
奈
川
県
ヲ
経
ス
直
チ
ニ
領
事
ヨ
リ
其
府
へ
請
求
ス
ヘ
キ
」
と
改
正
さ
れ
た
が
、「
同
十
八
日
ニ
至
リ
海
軍
省
ハ
更
ニ
訓
令
ヲ
発
シ
テ
外
国
商
船
ニ
就
テ
ハ
従
前
ノ
通
リ
神
奈
川
県
ヨ
リ
請
求
ス
ル
コ
ト
（
２４
）」
と
再
改
定
さ
れ
た
。
横
浜
に
碇
泊
す
る
外
国
商
船
が
非
開
港
場
へ
回
航
す
る
場
合
、
密
商
取
締
の
た
め
横
浜
税
関
は
監
吏
を
派
遣
し
て
監
督
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
明
治
九
年
九
月
、
大
蔵
省
は
す
で
に
神
奈
川
県
に
「
横
浜
港
滞
泊
ノ
外
国
商
船
為
修
覆
横
須
賀
造
船
所
ヘ
廻
船
ノ
儀
、
其
庁
ヲ
経
テ
海
軍
省
ヘ
申
出
許
可
相
成
候
節
ハ
以
来
直
チ
ニ
其
港
税
関
ヘ
通
知
可
致
」
と
照
会
し
た
。
そ
の
た
め
神
奈
川
県
も
海
軍
省
に
「
税
関
ヘ
報
知
ノ
都
合
モ
有
之
候
間
、
当
県
ヲ
経
由
セ
シ
モ
ノ
ハ
何
分
ノ
義
必
ス
御
指
揮
有
之
様
致
シ
度
（
２５
）」
と
請
求
し
て
い
た
。
商
船
の
修
理
申
請
に
関
す
る
二
一
年
の
規
則
改
正
は
、
横
浜
税
関
の
監
察
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
明
治
二
一
年
の
規
則
改
正
に
よ
っ
て
、
外
国
船
が
修
理
を
申
請
す
る
際
に
外
務
・
海
軍
両
省
を
経
由
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
降
両
省
の
公
文
史
料
に
よ
っ
て
外
国
船
の
修
理
申
請
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
さ
ら
に
難
く
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
明
治
二
〇
年
代
前
半
の
内
外
船
舶
修
理
の
隻
数
を
表
二
に
ま
と
め
る
。
こ
の
う
ち
、
二
三
年
度
の
部
内
軍
艦
の
修
理
数
に
関
す
る
「
百
三
十
九
隻
（
２６
）」
と
い
う
記
録
は
「
三
十
九
隻
」
の
誤
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
表
二
で
は
両
方
の
説
を
併
記
す
る
。
「
三
十
九
隻
」
の
説
を
取
る
場
合
、
二
四
年
度
ま
で
の
修
理
船
の
隻
数
だ
け
を
見
る
と
、
横
須
賀
造
船
所
が
従
事
し
た
工
事
の
う
ち
海
軍
部
外
か
ら
の
依
託
工
事
が
ま
だ
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
部
外
工
事
の
約
三
分
の
一
は
外
国
船
の
修
理
工
事
で
あ
る
。
明
治
二
〇
年
代
前
半
、
横
須
賀
造
船
所
は
フ
ル
稼
働
し
て
「
軍
需
」
に
応
じ
て
い
た
が
、
船
舶
修
理
部
門
に
限
定
す
れ
ば
、「
民
需
」
と
「
外
需
」
の
重
要
性
は
依
然
と
し
て
無
視
で
き
な
い
。
表二、明治二〇年代前半、横須賀造船所における内外船舶修理数
J
F/G
２１．１％
３３．３％
３２．４％
３２．６％
３２．６％
不明
I
G/H
６４．８％
５０．０％
５１．５％
２４．９％
５４．１％
６６．７％
H
修理船
総数
８８
５４
６６
１８５
８５
６０
G
海軍部外船
（C＋D＋F）
合計
５７
２７
３４
４６
４６
４０
F
外国船
１２
９
１１
１５
１５
E
内国
合計
７６
４５
５５
１７０
７０
合計４０
D
内国
民間船
４５
１６
２３
３０
３０
C
内国
官船
２
１
１
B
内国海
軍軍艦
３１
２７
３２
１３９
３９
２０
A
年度
明治２０
明治２１
明治２２
明治２３（１３９説）
明治２３（ ３９説）
明治２４
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当
時
、
修
理
船
工
事
の
繁
忙
は
た
し
か
に
海
軍
の
新
艦
建
造
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
二
三
年
六
月
、
横
須
賀
造
船
所
の
最
重
要
工
事
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
軍
艦
橋
立
の
建
造
工
事
に
関
し
て
、
横
須
賀
鎮
守
府
司
令
長
官
仁
礼
景
範
は
海
軍
本
省
に
「
軍
艦
橋
立
製
造
方
之
儀
昨
年
来
艦
船
修
理
工
事
差
湊
ヒ
候
ニ
付
、
其
ノ
為
メ
自
然
相
後
レ
候
」
と
報
告
し
、
こ
れ
以
上
の
遅
れ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
「
部
分
ノ
工
事
ハ
適
宜
残
業
施
行
為
致
度
（
２７
）」
と
本
省
の
許
可
を
求
め
て
い
た
。
明
治
一
〇
年
代
か
ら
、
軍
艦
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
に
海
軍
は
艦
船
の
点
検
制
度
を
設
立
し
、
そ
れ
以
来
部
内
軍
艦
の
点
検
と
修
理
工
事
が
激
増
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
年
、
海
軍
は
「
艦
船
検
査
規
則
」
を
制
定
し
て
軍
艦
船
体
と
機
関
の
検
査
規
則
を
綿
密
に
規
定
し
た
。
同
規
則
に
よ
っ
て
軍
艦
船
体
の
検
査
は
「
第
一
検
査
」「
第
二
検
査
」「
第
三
検
査
」
に
分
け
ら
れ
、
う
ち
「
第
二
検
査
」
と
「
第
三
検
査
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
艦
船
ノ
新
造
落
成
公
試
運
転
ノ
時
ヨ
リ
四
ヶ
年
目
其
後
ハ
毎
三
ヶ
年
」、「
艦
船
ノ
新
造
落
成
公
試
運
転
ノ
時
ヨ
リ
毎
十
ヶ
年
（
２８
）」
に
行
う
大
工
事
で
あ
り
、
し
か
も
一
般
の
修
理
工
事
と
異
な
り
、
軍
艦
の
検
査
工
事
が
私
立
造
船
所
に
依
頼
さ
れ
る
例
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
老
艦
が
増
加
す
る
に
し
た
が
い
検
査
工
事
は
海
軍
諸
造
船
所
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
た
。
明
治
二
二
年
に
設
置
さ
れ
た
呉
鎮
守
府
造
船
部
は
、
明
治
二
四
年
の
第
一
船
渠
の
竣
工
ま
で
管
下
の
軍
艦
の
検
査
工
事
を
横
須
賀
鎮
守
府
に
委
托
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
二
三
年
一
〇
月
、
管
下
の
軍
艦
大
和
の
第
二
検
査
に
つ
い
て
海
軍
省
に
「
横
須
賀
鎮
守
府
ニ
於
テ
ハ
工
場
之
建
換
及
新
艦
工
事
等
多
忙
ニ
シ
テ
既
ニ
之
ヨ
リ
先
キ
御
認
許
ニ
係
ル
天
竜
之
第
二
検
査
ス
ラ
難
被
行
、
実
際
ニ
付
寧
ロ
当
造
船
部
船
渠
ノ
竣
工
ヲ
俟
チ
、
同
部
ニ
テ
執
行
セ
シ
メ
度
候
（
２９
）」
と
、
検
査
の
延
期
を
求
め
て
い
た
。
た
し
か
に
同
年
五
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
間
、
横
須
賀
鎮
守
府
は
「
造
船
部
工
事
多
忙
ニ
シ
テ
着
手
難
致
」
を
理
由
と
し
て
水
雷
艇
小
鷹
（
３０
）、
軍
艦
扶
桑
附
属
蒸
気
船
（
３１
）、
軍
艦
高
雄
の
機
関
部
（
３２
）、
軍
艦
大
和
（
３３
）、
軍
艦
武
蔵
（
３４
）、
軍
艦
浪
速
の
機
関
部
（
３５
）、
海
軍
大
学
校
附
属
小
蒸
気
船
、
軍
艦
海
門
（
３６
）お
よ
び
水
雷
艇
第
四
震
天
（
３７
）な
ど
一
連
の
部
内
艦
船
の
修
理
工
事
を
近
隣
の
私
立
石
川
島
造
船
所
に
委
托
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
横
須
賀
造
船
所
の
「
工
事
多
忙
」
に
よ
っ
て
私
立
造
船
所
へ
の
委
托
、
さ
ら
に
海
軍
部
内
工
事
の
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
当
時
、
海
軍
部
内
の
「
軍
需
」
に
さ
え
応
じ
き
れ
な
い
横
須
賀
造
船
所
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
外
需
」
を
積
極
的
に
受
入
れ
る
こ
と
は
一
見
あ
り
得
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
同
年
八
〜
一
〇
月
の
横
須
賀
造
船
所
は
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
リ
ヤ
ン
ダ
号
と
ア
ラ
ク
リ
テ
ー
号
二
隻
の
入
渠
修
理
工
事
を
受
入
れ
（
３８
）、
さ
ら
に
一
一
月
中
、
ロ
シ
ア
軍
艦
ナ
ヒ
モ
フ
号
の
修
理
工
事
に
も
従
事
し
て
い
た
（
３９
）。
明
治
二
五
年
も
同
様
で
あ
る
。
同
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
、
横
須
賀
造
船
所
は
軍
艦
筑
紫
と
扶
桑
の
第
三
検
査
工
事
を
行
い
、
さ
ら
に
軍
艦
高
千
穂
、
厳
島
、
浪
速
の
修
理
工
事
も
至
急
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、「
造
船
部
ノ
工
事
頗
繁
忙
ニ
シ
テ
悉
皆
着
手
難
致
」
こ
と
を
理
由
に
、
軍
艦
武
蔵
、

城
と
八
重
山
の
三
隻
の
修
理
工
事
を
分
割
し
、
そ
の
一
部
を
石
川
島
造
船
所
に
委
托
し
た
（
４０
）。
し
か
し
同
年
六
月
、
横
須
賀
造
船
所
は
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
バ
ラ
ス
号
の
修
理
を
受
入
れ
（
４１
）、
さ
ら
に
年
末
に
は
フ
ラ
ン
ス
郵
船
ヤ
ラ
号
の
修
理
に
接
し
、「
同
船
出
航
ノ
都
合
モ
有
之
候
趣
ヲ
以
テ
左
ノ
工
事
ヲ
来
ル
二
十
日
迄
ニ
竣
工
ノ
義
同
船
長
ヨ
リ
出
願
致
候
。
然
ル
ニ
右
ハ
十
六
日
ヨ
リ
十
九
日
迄
定
時
間
外
四
時
間
ノ
増
服
業
ヲ
為
サ
ヽ
レ
ハ
落
成
難
致
（
４２
）」
と
、
ヤ
ラ
号
の
定
期
出
航
の
た
め
に
職
工
を
残
業
さ
せ
て
い
た
。
以
上
の
事
例
か
ら
、
日
清
戦
争
直
前
、
海
軍
の
「
軍
需
」
の
た
め
多
忙
を
極
め
て
い
た
横
須
賀
造
船
所
は
や
む
を
得
ず
一
部
の
「
軍
需
」
の
修
理
工
事
を
私
立
の
石
川
島
造
船
所
に
依
頼
し
た
が
、
反
対
に
外
国
軍
艦
と
郵
船
の
修
理
は
外
交
問
題
に
直
結
す
る
た
め
か
、
依
然
と
し
て
修
理
要
請
を
歓
迎
し
、「
外
需
」
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
明
治
二
七
年
、
日
清
戦
争
の
勃
発
後
、
海
軍
省
は
外
国
船
の
修
理
に
関
し
て
、
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ま
ず
八
月
一
五
日
に
「
各
鎮
守
府
造
船
部
ニ
於
テ
政
府
ノ
使
用
ニ
属
セ
サ
ル
内
国
船
舶
及
外
国
艦
船
ノ
製
造
及
修
理
ヲ
停
止
ス
（
４３
）」
と
い
う
告
示
を
発
し
、
戦
時
中
の
部
外
工
事
の
受
入
れ
を
禁
止
し
て
い
た
。
し
か
し
、
翌
二
八
年
一
月
四
日
、
海
軍
省
は
再
び
告
示
を
発
し
て
部
外
工
事
の
受
入
禁
止
に
関
す
る
前
年
八
月
の
告
示
を
廃
止
し
た
（
４４
）。
さ
ら
に
、
戦
争
終
結
後
、
前
線
か
ら
帰
還
し
た
戦
傷
艦
の
修
理
、
徴
用
船
舶
の
復
旧
、
戦
利
艦
の
修
理
改
造
、
あ
る
い
は
台
湾
へ
の
軍
艦
派
遣
の
た
め
の
応
急
修
理
な
ど
多
様
の
工
事
に
よ
っ
て
徴
用
さ
れ
た
長
崎
造
船
所
を
含
む
海
軍
所
管
の
造
船
工
廠
は
多
忙
を
極
め
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
治
二
八
年
一
二
月
、
海
軍
省
は
外
国
軍
艦
を
特
別
視
し
て
「
外
国
軍
艦
ノ
入
渠
若
ク
ハ
修
理
ノ
要
求
有
之
候
節
ハ
部
内
艦
船
ノ
工
事
ニ
差
支
ナ
キ
限
リ
ハ
可
成
丈
ケ
繰
合
セ
其
要
求
ニ
応
ス
ル
方
針
ニ
御
取
計
相
成
度
（
４５
）」
と
各
鎮
守
府
に
命
じ
て
い
た
。
一
年
四
ヶ
月
の
間
、
外
国
船
、
と
り
わ
け
外
国
軍
艦
の
修
理
工
事
の
受
入
れ
に
対
す
る
海
軍
省
の
態
度
の
変
化
は
実
に
激
し
か
っ
た
。
横
須
賀
造
船
所
に
限
定
す
る
と
、
同
造
船
所
は
二
七
年
六
月
か
ら
八
月
の
間
、
ほ
ぼ
フ
ル
稼
働
で
出
師
準
備
を
行
い
、
艦
船
の
整
備
・
修
理
工
事
、
民
間
か
ら
徴
用
さ
れ
た
船
舶
の
修
理
・
改
造
工
事
に
従
事
し
た
。
し
か
し
開
戦
後
、
徴
用
さ
れ
た
長
崎
造
船
所
を
含
む
そ
の
他
の
海
軍
管
下
の
諸
造
船
所
と
比
較
す
れ
ば
、
前
線
か
ら
地
理
的
に
離
れ
て
い
る
横
須
賀
造
船
所
は
そ
れ
ほ
ど
混
雑
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
横
須
賀
造
船
所
は
各
鎮
守
府
・
各
艦
隊
か
ら
の
請
求
を
受
け
て
前
線
の
造
船
所
か
ら
時
間
を
要
す
る
大
工
事
を
一
部
引
き
受
け
、
さ
ら
に
職
工
を
派
遣
し
て
他
造
船
所
の
工
事
を
支
援
し
た
（
４６
）。
た
と
え
ば
二
八
年
四
、
五
月
、
佐
世
保
・
呉
両
鎮
守
府
は
「
目
下
同
所
ハ
他
ノ
工
事
多
キ
為
メ
」
軍
艦
吉
野
、
天
龍
、
海
門
な
ど
複
雑
な
、
あ
る
い
は
大
規
模
な
工
事
を
横
須
賀
鎮
守
府
に
依
頼
し
て
い
た
（
４７
）。
こ
う
し
て
補
助
的
な
役
割
を
果
た
し
た
横
須
賀
造
船
所
は
戦
時
中
も
外
国
船
の
修
理
需
要
に
も
対
応
し
て
い
た
。
前
述
の
通
り
、
二
七
年
八
月
、
海
軍
省
は
各
鎮
守
府
に
お
け
る
部
外
船
の
修
理
の
禁
止
を
告
示
し
た
が
、
同
月
、
清
国
人
が
搭
乗
す
る
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
カ
ロ
ラ
イ
ン
号
の
入
渠
修
理
が
申
請
さ
れ
る
。
修
理
期
間
中
の
清
国
人
の
上
陸
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
海
軍
省
は
「
英
艦
入
渠
ノ
事
ハ
公
使
ヲ
経
テ
外
務
大
臣
ヨ
リ
モ
請
求
ア
リ
タ
リ
、
至
極
差
急
ノ
模
様
ニ
ツ
キ
、
差
繰
リ
至
急
入
渠
ノ
事
ニ
取
計
ハ
レ
タ
シ
（
４８
）」
と
、
外
務
省
の
立
場
に
配
慮
し
て
同
艦
の
優
先
修
理
を
横
須
賀
鎮
守
府
に
指
示
し
た
。
さ
ら
に
一
一
月
、
横
須
賀
造
船
所
に
お
け
る
ロ
シ
ア
軍
艦
ア
ド
ミ
ラ
ル
ナ
ヒ
モ
フ
号
の
修
理
請
求
も
こ
れ
を
許
可
し
て
い
た
（
４９
）。
ま
た
、
外
国
軍
艦
に
と
ど
ま
ら
ず
横
須
賀
造
船
所
は
外
国
商
船
の
入
渠
修
理
に
も
従
事
し
て
い
た
（
５０
）。
部
外
船
修
理
に
関
す
る
二
七
年
八
月
の
禁
令
は
遵
守
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
明
治
一
六
年
の
軍
拡
開
始
か
ら
日
清
戦
争
ま
で
、
横
須
賀
造
船
所
に
お
け
る
外
国
船
修
理
の
状
況
を
概
観
し
、
日
清
戦
争
直
前
、「
軍
需
」
の
た
め
多
忙
を
極
め
て
い
た
横
須
賀
造
船
所
が
、
一
部
の
「
軍
需
」
を
私
立
の
石
川
島
造
船
所
に
依
頼
・
排
出
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
第
二
章
で
は
、
視
点
を
東
京
の
石
川
島
造
船
所
に
移
し
、「
軍
需
」
を
私
立
造
船
所
に
委
托
す
る
こ
と
に
対
す
る
海
軍
の
態
度
、
お
よ
び
石
川
島
造
船
所
が
「
軍
需
」
に
従
事
す
る
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
第
二
章
、
貸
渡
前
後
の
石
川
島
造
船
所
と
「
軍
需
」
東
京
の
隅
田
川
河
口
に
位
置
す
る
石
川
島
造
船
所
は
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
水
戸
藩
が
設
立
し
た
造
船
所
で
あ
り
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
か
ら
四
年
の
年
月
を
か
け
て
日
本
最
初
の
蒸
気
軍
艦
千
代
田
形
の
建
造
に
成
功
し
た
。
維
新
後
、
新
政
府
は
石
川
島
造
船
所
を
接
収
し
、
明
治
五
年
二
月
に
同
造
船
所
を
海
軍
省
主
船
寮
に
移
管
し
た
。
同
年
一
〇
月
に
は
石
川
島
修
船
所
と
改
称
さ
れ
、
海
軍
の
艦
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船
修
理
工
事
を
主
体
業
務
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
建
造
は
小
規
模
な
蒸
気
船
に
限
ら
れ
た
（
５１
）。
本
章
の
第
一
節
は
、
ま
ず
海
軍
省
所
管
時
代
の
石
川
島
造
船
所
に
お
け
る
海
軍
部
内
艦
船
の
修
理
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
る
。
一
、
海
軍
省
所
管
時
代
の
石
川
島
造
船
所
明
治
五
年
二
月
の
海
軍
省
主
船
寮
移
管
か
ら
九
年
八
月
に
主
船
寮
管
下
の
石
川
島
修
船
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
、
海
軍
が
石
川
島
造
船
所
を
管
轄
し
た
期
間
は
わ
ず
か
四
年
半
で
あ
る
。
そ
の
間
、
七
年
五
月
に
主
船
寮
は
本
省
内
か
ら
石
川
島
へ
移
転
し
、
同
年
六
月
、
海
軍
省
に
対
し
て
部
外
船
舶
の
修
理
手
続
き
と
順
序
に
関
す
る
「
主
船
寮
ニ
於
テ
修
復
船
取
扱
之
手
続
」
を
提
出
し
た
。
そ
の
第
一
条
で
は
部
外
船
舶
の
修
理
申
請
の
手
続
き
に
関
し
て
「
当
寮
ヘ
船
隻
ノ
修
理
ヲ
仰
ク
者
ハ
別
紙
願
書
式
ノ
通
、
郵
便
蒸
気
船
会
社
所
轄
ノ
船
ハ
社
名
ヲ
以
テ
シ
、
其
他
ノ
会
社
ハ
社
長
ノ
名
及
其
区
ノ
戸
長
之
レ
ニ
奥
印
シ
、
士
民
一
已
ノ
所
持
船
ハ
船
主
ノ
名
及
戸
長
奥
印
シ
テ
願
出
ス
ヘ
キ
事
」
と
規
定
し
て
い
た
が
、
海
軍
省
側
は
「
修
理
ヲ
仰
ク
者
会
社
並
士
民
一
已
ノ
所
持
船
ニ
限
ル
訳
ニ
モ
有
之
間
敷
、
諸
省
使
等
又
ハ
外
国
船
取
扱
ハ
如
何
規
定
候
哉
（
５２
）」
と
他
官
庁
の
所
有
船
あ
る
い
は
外
国
船
舶
の
修
理
手
続
き
に
関
し
て
主
船
寮
に
問
い
合
わ
せ
た
。
海
軍
省
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
主
船
寮
の
回
答
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
諸
省
使
等
所
轄
ノ
船
依
頼
之
節
ハ
本
文
ニ
照
準
取
捨
致
候
テ
取
扱
ヒ
申
込
方
及
納
金
方
等
者
従
前
ノ
通
リ
取
計
候
義
ニ
御
座
候
。
又
外
国
船
ハ
当
所
ヘ
入
漕
致
候
義
ハ
無
之
候
、
且
右
之
手
続
ハ
当
石
川
島
本
寮
ニ
限
リ
施
行
致
候
義
ニ
テ
横
須
賀
造
船
所
ノ
方
ハ
兼
テ
工
部
省
所
轄
以
来
仕
来
之
通
リ
取
計
ヒ
、
此
手
続
ニ
ハ
関
セ
サ
ル
事
ニ
御
座
候
（
５３
）」。
主
船
寮
の
返
答
に
よ
れ
ば
、
明
治
七
年
六
月
段
階
に
お
い
て
石
川
島
は
ま
だ
外
国
船
の
修
理
工
事
を
受
入
れ
た
事
例
が
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
横
須
賀
造
船
所
に
関
し
て
は
「
工
部
省
所
轄
以
来
仕
来
之
通
リ
」
内
外
船
舶
の
修
理
に
従
事
し
て
い
た
の
で
、
海
軍
省
主
船
寮
が
制
定
し
た
船
舶
修
理
の
手
続
き
に
関
す
る
規
則
の
効
力
は
こ
の
時
期
ま
だ
横
須
賀
造
船
所
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
海
軍
省
は
明
治
七
年
五
月
、
海
軍
部
内
の
艦
船
修
復
に
関
し
て
「
艦
船
諸
修
復
之
節
ハ
自
今
指
揮
官
並
其
所
管
之
長
官
ヨ
リ
直
ニ
当
寮
〔
主
船
寮
〕
ニ
掛
合
之
上
修
復
可
致
」
と
省
内
に
布
達
し
た
が
、
主
船
寮
は
こ
の
布
達
に
以
下
の
三
点
を
補
足
と
し
て
加
え
る
よ
う
海
軍
省
に
上
申
し
、「
其
筋
エ
御
達
シ
置
相
成
度
」
と
要
求
し
た
。
一
、
石
川
島
ニ
於
テ
諸
艦
船
修
復
之
義
、
指
揮
官
並
所
管
ノ
長
官
ヨ
リ
申
入
之
節
ハ
仮
令
至
急
之
申
添
有
之
候
ト
モ
当
寮
ニ
於
テ
ハ
都
テ
申
込
之
順
序
ヲ
以
テ
着
手
修
理
致
シ
候
事
一
、
石
川
島
ニ
於
テ
諸
修
復
之
内
、
申
入
之
順
序
ヲ
追
ハ
ス
着
手
修
理
可
致
分
ニ
限
リ
至
急
修
理
可
致
旨
本
省
ヨ
リ
特
別
ニ
必
ス
御
達
シ
相
成
候
事
。
一
、
横
須
賀
造
船
所
之
義
ハ
旧
政
府
来
首
長
ウ
エ
ル
ニ
ー
御
委
任
ニ
テ
既
ニ
先
年
ト
ッ
ク
開
キ
之
節
為
披
露
各
国
人
ヲ
招
待
盛
饌
会
ヲ
取
行
候
程
之
儀
ニ
テ
、
皇
国
船
外
国
船
之
差
別
ナ
ク
修
理
致
シ
候
事
ニ
相
成
居
候
義
ニ
付
本
省
御
所
管
之
艦
船
ト
雖
モ
順
序
ヲ
外
シ
修
理
致
シ
候
義
ハ
事
実
ニ
於
テ
難
出
来
候
間
、
内
外
船
ト
モ
込
メ
惣
テ
申
込
之
順
序
ヲ
以
テ
着
手
修
理
可
致
候
事
（
５４
）。
ま
ず
第
一
、
第
二
点
で
、
石
川
島
修
船
場
で
海
軍
艦
船
を
修
理
す
る
際
、
海
軍
省
の
指
令
が
な
け
れ
ば
「
仮
令
至
急
之
申
添
有
之
候
ト
モ
当
寮
ニ
於
テ
ハ
都
テ
申
込
之
順
序
ヲ
以
テ
着
手
修
理
致
シ
候
」
と
い
う
方
針
を
示
し
て
、
指
揮
官
に
よ
る
緊
急
要
請
に
応
じ
な
い
こ
と
を
明
言
し
た
。
第
三
点
で
は
横
須
賀
造
船
所
に
言
及
し
、
同
造
船
所
も
「
内
外
船
ト
モ
込
メ
惣
テ
申
込
之
順
序
ヲ
以
テ
着
手
修
理
可
致
候
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
第
三
点
の
説
明
に
関
し
て
室
山
義
正
は
、
海
軍
省
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石川島・明治８年修理費（円）
１トンあたり
３７．３２
０．００
０．５４
０．０５
０．２８
２．０９
１．３９
７．４５
０．５８
１２．０９
２．２０
１．０８
２．１５
１．６９
６．６５
１２．６２
２．９８
２．５０
１２．３２
２．５９
総計
４６６４．７５
０．００
７８９．１２
６８．４２
３８５．４７
４１３８．１３
３５６９．２７
１０５９８．３５
１８４．０８
１２０９２．７７
３０７．３８
１２８４．８１
９４４．７０
２００．８９
１６２８．３７
４５０４．０１
２７４０．７７
１３０４．１８
１０９０２．９７
５１３．２３
横須賀・明治８年修理費（円）
１トンあたり
５．７９
０．７０
８．８０
３．１６
１．５３
３７．５４
２．８４
１．１７
１４．３６
５．９５
０．００
総計
８５０４．５９
８８２．８２
１１９４８．６５
６２５０．００
３９３４．３８
１１８６１．１２
２８３９．５６
１６３．２４
１７１０７．２４
２６１９．５７
０．００
石川島・明治７年修理費（円）
１トンあたり
７４．６４
８．６６
０．２３
０．７３
０．８５
１．８６
０．４１
１０．７９
４．７４
１２．４６
２１．５８
０．４６
４．００
１３．８０
３０．２２
３１．１３
３．０７
８．４２
５．３２
３．３１
総計
９３２９．８６
１０８２．６０
３３９．８４
９２１．８９
１１５６．１９
３６７０．９６
１０６１．８３
１５３４１．１５
１４９８．６９
１２４６０．４７
３０２１．８６
５４６．８２
１７５９．１１
１６４１．７４
７４０３．３１
１１１１５．１９
２８２４．４３
４３９４．２３
４７０５．２１
６５５．５７
年修理費（円）
１トンあたり
２．０７
４０．８９
２．１０
０．２１
２．１５
４．３４
１．５６
１６．４４
１．４３
３．９６
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表三、明治六～八年、横須賀造船所・石川島造船所において施行した艦船修理費
横須賀・明治７
総計
２５８．５０
５１１１．０５
３０８１．２０
２６０．８５
２９１８．５５
８５８０．０５
４０１０．５５
２３３８０．９０
６２８．１０
４７１．３０
合計・石川島／合計・横須賀
５６．９３
０．２１
０．１０
０．１２
０．１１
０．６０
０．４４
１．１１
０．１７
１４．６３
２４．４５
０．１１
０．３８
３．９１
石川島・明治６年修理費（円）
１トンあたり
２５．８０
０．０７
０．１７
０．１９
１．１９
０．８２
１．１３
１６．９９
４．７２
０．２９
０．００
２．６２
１９．４９
２．１６
１１．０１
０．１８
０．０４
総計
３２２５．３８
９８．５６
２２０．３３
２５１．６２
２３５１．１３
２１０６．４３
３５６．６８
１６９９１．４３
６６１．３４
１２６．４５
６４２．３１
６９５９．２３
１９９０．４２
５７４８．５２
１５８．２２
７．０９
合計・石川島（円）
１トンあたり
１３７．７６
８．６６
０．８４
０．９５
１．３２
５．１４
２．６２
１８．２４
６．４５
４１．５４
２８．５０
１．５４
６．４３
１５．４８
３９４９
６３．２４
８．２１
２１．９３
１７．８２
５．９４
横須賀・明治６年修理費（円）
１トンあたり
０．３５
０．２１
７．２６
０．５７
１．０３
２．８０
９．６９
総計
１７２１９．９９
１０８２．６０
１２２７．５２
１２１０．６４
１７９３．２８
１０１６０．２２
６７３７．５３
２５９３９．５０
２０３９．４５
４１５４４．６７
３９９０．５８
１８３１．６３
２８３０．２６
１８４２．６３
９６７３．９９
２２５７８．４３
７５５５．６２
１１４４６．９３
１５７６６．４０
１１７５．８９
総計
４４．００
３１０．５０
９２１４．５５
７７６．９０
２０２８．４５
７２０６．９５
４２６３．７５
合計・横須賀（円）
１トンあたり
２．４２
４０．８９
８．１０
８．１６
１１．５２
８．５２
５．８９
１６．４４
３７．５４
２．８４
１．１７
１４．３６
１７．０７
３．９６
排水量（トン）
１２５
１２５
１４６８
１２６９
１３５８
１９７８
２５７１
１４２２
３１６
１０００
１４０
１１９１
４４０
１１９
２４５
３５７
９２０
５２２
８８５
１９８
総計
３０２．５０
５１１１．０５
１１８９６．２９
１０３５８．２２
１５６４４．１０
１６８５８．５０
１５１５１．８８
２３３８０．９０
１１８６１．１２
２８３９．５６
１６３．２４
１７１０７．２４
７５１１．４２
４７１．３０
艦船名
第一丁卯
第二丁卯
日進
春日
東
筑波
龍驤
浅間
鳳翔
富士山
千代田形
高雄丸
大坂丸
第一利根川丸
雲揚
孟春
摂津
乾行
肇敏丸
蒼龍丸
艦船名
第一丁卯
第二丁卯
日進
春日
東
筑波
龍驤
浅間
鳳翔
富士山
千代田形
高雄丸
大坂丸
第一利根川丸
雲揚
孟春
摂津
乾行
肇敏丸
蒼龍丸
29
と
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
と
の
経
営
方
針
上
の
対
立
を
重
視
し
て
「〔
横
須
賀
造
船
所
は
〕
フ
ラ
ン
ス
資
本
に
よ
る
民
間
造
船
所
と
何
ら
異
る
所
は
な
か
っ
た
。
列
強
海
軍
の
極
東
に
お
け
る
修
理＝
補
給
基
地
た
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
（
５５
）」
と
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
八
年
五
月
、
海
軍
省
は
「
艦
船
新
造
及
修
理
取
扱
法
」
を
制
定
し
、
石
川
島
造
船
所
は
「
修
復
而
已
ト
被
相
定
候
ニ
付
テ
ハ
端
船
及
十
馬
力
以
下
小
蒸
気
船
ノ
外
同
所
ニ
於
テ
蒸
気
船
帆
前
船
等
製
造
ノ
義
ハ
今
後
悉
皆
相
廃
止
候
」
と
定
め
、
一
方
で
「
横
須
賀
造
船
所
ニ
於
テ
ハ
蒸
気
軍
艦
帆
前
船
之
内
不
絶
三
艘
宛
新
製
ニ
着
手
致
居
候
積
リ
ニ
可
相
心
得
就
テ
ハ
其
寮
所
轄
ニ
可
申
付
程
ノ
修
復
ニ
無
之
分
幷
ニ
石
川
島
ヘ
乗
入
リ
候
義
出
来
致
候
丈
ケ
ノ
艦
船
ハ
総
テ
石
川
島
ニ
於
テ
修
理
取
計
候
様
可
致
候
事
（
５６
）」
と
規
定
し
た
。
部
内
の
艦
船
修
造
に
関
し
て
、
石
川
島
造
船
所
と
横
須
賀
造
船
所
を
そ
れ
ぞ
れ
修
理
と
新
造
の
専
門
工
場
と
し
た
こ
の
海
軍
省
の
方
針
転
換
に
と
も
な
っ
て
、
石
川
島
造
船
所
の
性
格
も
大
き
く
変
化
し
た
。
こ
の
「
艦
船
新
造
及
修
理
取
扱
法
」
を
制
定
し
た
海
軍
省
の
意
図
に
つ
い
て
は
、
異
な
る
視
角
か
ら
考
察
す
る
と
、
全
く
反
対
の
結
論
が
導
か
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
室
山
に
よ
る
と
、
海
軍
省
の
目
的
は
「
艦
船
修
理
を
ウ
ェ
ル
ニ
ー
の
権
限
の
及
ば
な
い
石
川
島
造
船
所
に
集
中
し
、
横
須
賀
は
新
艦
建
造
専
門
工
場
に
し
て
そ
の
支
配
力
を
弱
め
る
所
に
あ
っ
た
（
５７
）」。
外
国
船
舶
の
修
理
を
め
ぐ
る
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
と
海
軍
省
と
の
「
方
針
対
立
」
を
重
視
す
る
室
山
は
、
海
軍
省
の
艦
船
修
造
方
針
の
転
換
を
横
須
賀
造
船
所
・
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
捉
え
、
石
川
島
造
船
所
の
修
理
専
門
化
は
対
抗
措
置
の
「
強
化
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
艦
船
新
造
及
修
理
取
扱
法
」
が
制
定
さ
れ
た
わ
ず
か
半
年
後
の
一
一
月
二
五
日
、「
肥
田
主
船
頭
ハ
本
所
〔
横
須
賀
造
船
所
〕
長
官
遠
武
主
船
助
ニ
自
今
石
川
島
修
船
所
ノ
修
理
工
事
ハ
概
ネ
本
所
ニ
移
嘱
ス
ル
旨
ヲ
通
告
」
し
、
こ
こ
で
艦
船
修
理
の
工
事
は
再
び
横
須
賀
造
船
所
が
請
け
負
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
の
艦
船
修
理
拠
点
の
移
転
は
「
海
軍
省
カ
早
晩
石
川
島
修
船
所
ヲ
廃
シ
テ
之
ヲ
兵
器
局
ノ
管
轄
ニ
属
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
計
画
ニ
因
（
５８
）」
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
に
基
づ
い
て
石
川
島
重
工
業
社
史
は
む
し
ろ
石
川
島
造
船
所
の
新
造
船
機
能
の
喪
失
の
方
に
注
目
し
、
海
軍
省
の
目
的
は
「
艦
船
新
造
修
理
取
扱
法
」
の
制
定
に
よ
り
石
川
島
造
船
所
か
ら
横
須
賀
造
船
所
へ
業
務
を
移
管
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
石
川
島
造
船
所
を
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
捉
え
て
お
り
、
室
山
と
は
正
反
対
の
説
を
唱
え
て
い
る
（
５９
）。
た
し
か
に
、
修
理
工
事
の
横
須
賀
造
船
所
へ
の
再
集
中
は
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
解
雇
と
時
期
が
重
な
っ
て
お
り
、
両
者
は
無
関
係
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
海
軍
艦
船
の
修
理
工
事
を
石
川
島
造
船
所
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
に
対
抗
し
た
と
い
う
室
山
説
に
つ
い
て
は
、
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
の
記
載
（
６０
）か
ら
、
明
治
六
年
か
ら
八
年
ま
で
の
横
須
賀
造
船
所
と
石
川
島
造
船
所
造
船
所
に
お
け
る
海
軍
部
内
艦
船
の
修
理
費
を
表
三
に
ま
と
め
る
。
こ
こ
で
算
出
す
る
一
ト
ン
あ
た
り
の
修
理
費
は
あ
る
程
度
工
事
量
を
反
映
す
る
と
思
わ
れ
る
。
一
部
の
艦
船
は
両
方
の
造
船
所
で
修
理
工
事
を
受
け
た
が
、
そ
れ
で
も
修
理
費
の
数
値
や
「
合
計
・
石
川
島
／
合
計
・
横
須
賀
」
の
数
値
が
示
す
よ
う
に
、
工
事
の
量
が
ど
ち
ら
か
一
つ
の
造
船
所
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
。「
合
計
・
石
川
島
／
合
計
・
横
須
賀
」
の
数
値
が0.5
〜2
、
す
な
わ
ち
両
造
船
所
間
の
修
理
費
の
差
が
倍
以
内
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
軍
艦
筑
波
と
浅
間
の
二
隻
だ
け
で
あ
り
、
他
の
艦
船
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
、
四
倍
以
上
の
差
が
つ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
艦
船
の
排
水
量
を
考
慮
す
る
と
、
一
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
の
大
型
艦
船
八
隻
の
う
ち
、
富
士
山
艦
以
外
の
七
隻
は
横
須
賀
に
お
け
る
修
理
費
が
圧
倒
的
に
高
額
で
あ
っ
た
。
逆
に
修
理
を
石
川
島
造
船
所
に
依
存
し
て
い
た
の
は
基
本
的
に
中
小
型
艦
船
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
海
軍
部
内
船
舶
の
修
理
の
う
ち
、
横
須
賀
造
船
30
所
は
大
型
艦
を
主
に
担
当
し
、
小
型
艦
の
工
事
は
主
に
石
川
島
造
船
所
に
委
托
す
る
、
と
い
う
分
担
体
制
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
分
担
体
制
が
敷
か
れ
た
背
景
に
は
石
川
島
造
船
所
の
設
備
面
お
よ
び
地
理
的
な
制
限
が
存
在
し
て
い
た
。
明
治
五
年
、
海
軍
省
造
船
局
は
石
川
島
造
船
所
の
船
渠
建
設
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
上
申
し
て
い
る
。「
右
ハ
元
ヨ
リ
巨
大
之
艦
船
御
修
覆
之
為
メ
ニ
御
出
来
相
成
候
次
第
ニ
ハ
無
之
、
当
津
入
出
々
来
候
乾
行
、
鳳
翔
、
孟
春
、
雲
揚
両
丁
卯
以
下
之
艦
船
等
修
覆
之
為
メ
ニ
致
シ
候
義
ニ
テ
、
巨
大
之
艦
舶
ニ
至
リ
テ
ハ
品
海
辺
之
寄
リ
洲
御
浚
立
之
上
ナ
ラ
テ
ハ
入
津
モ
出
来
不
申
（
６１
）」。
隅
田
川
河
口
に
位
置
す
る
石
川
島
は
川
の
土
砂
の
沈
積
の
た
め
周
囲
の
水
深
が
浅
く
、
明
治
一
〇
年
代
の
一
連
の
東
京
湾
の
浚
渫
事
業
に
よ
り
石
川
島
造
船
所
の
入
渠
船
出
入
り
が
よ
う
や
く
改
善
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
喫
水
の
深
い
艦
船
は
品
川
沖
か
ら
石
川
島
ま
で
曳
航
で
き
な
い
た
め
、
品
川
沖
で
出
張
修
理
を
行
う
の
が
通
例
で
あ
っ
た
（
６２
）。
ま
た
、
石
川
島
造
船
所
の
船
渠
は
木
造
で
、
し
か
も
同
時
期
の
横
須
賀
造
船
所
の
船
渠
よ
り
小
規
模
で
あ
っ
た
。
明
治
九
年
、
石
川
島
造
船
所
が
平
野
富
二
に
貸
渡
さ
れ
た
後
、『
横
浜
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
石
川
島
造
船
所
の
船
渠
広
告
か
ら
は
、
当
時
石
川
島
造
船
所
に
入
渠
で
き
た
の
は
総
ト
ン
数
六
〇
〇
ト
ン
以
下
の
小
型
船
舶
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
６３
）。
こ
の
よ
う
に
設
備
上
の
問
題
、
地
理
的
条
件
、
明
治
初
年
の
海
軍
艦
船
の
う
ち
六
〇
〇
ト
ン
以
上
の
も
の
は
入
渠
ど
こ
ろ
か
、
石
川
島
造
船
所
ま
で
回
航
す
る
こ
と
す
ら
困
難
で
あ
り
、
品
川
沖
ま
で
回
航
し
て
造
船
所
の
出
張
修
理
を
受
け
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
石
川
島
造
船
所
に
海
軍
部
内
艦
船
の
修
理
工
事
を
集
中
さ
せ
て
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
支
配
力
を
弱
め
る
と
い
う
対
抗
策
は
、
石
川
島
造
船
所
の
修
理
能
力
に
鑑
み
て
非
現
実
的
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
通
り
海
軍
省
は
「
艦
船
新
造
及
修
理
取
扱
法
」
を
制
定
し
て
ま
も
な
く
、
石
川
島
造
船
所
の
閉
鎖
を
決
定
し
た
が
、
同
社
の
社
史
も
そ
の
要
因
を
造
船
所
の
立
地
条
件
、
と
り
わ
け
土
地
の
狭
小
・
港
湾
の
浅
い
こ
と
に
求
め
て
い
る
（
６４
）。
九
年
九
月
、
海
軍
省
は
平
野
富
二
の
出
願
に
応
じ
、
石
川
島
造
船
所
を
平
野
に
貸
渡
し
た
。
そ
の
出
願
・
許
可
の
過
程
は
先
行
研
究
（
６５
）に
詳
し
い
の
で
こ
こ
で
の
贅
言
を
要
し
な
い
。
私
立
の
石
川
島
平
野
造
船
所
が
設
立
さ
れ
る
と
、
平
野
富
二
は
政
府
か
ら
次
々
と
石
川
島
に
あ
る
旧
造
兵
所
跡
の
建
造
物
な
ど
の
貸
渡
し
、
ま
た
は
払
下
げ
を
受
け
、
さ
ら
に
一
二
年
に
は
横
浜
製
鉄
所
の
貸
渡
し
を
受
け
、
一
〇
年
代
初
期
ま
で
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
私
立
機
械
工
場
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
。
私
立
企
業
と
し
て
の
石
川
島
造
船
所
は
一
〇
年
代
か
ら
、
横
須
賀
造
船
所
か
ら
排
出
さ
れ
た
一
部
の
「
軍
需
」
と
「
外
需
」
に
も
応
じ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
明
治
一
〇
年
代
以
降
の
石
川
島
平
野
造
船
所
が
「
軍
需
」
に
も
対
応
し
た
状
況
を
簡
単
に
考
察
し
た
い
。二
、
私
立
の
石
川
島
平
野
造
船
所
と
「
軍
需
」
明
治
一
〇
年
西
南
戦
争
以
降
、
急
増
し
た
艦
船
修
理
の
需
要
に
応
じ
る
た
め
に
横
須
賀
造
船
所
は
多
忙
を
極
め
て
い
た
。
海
軍
省
内
に
は
横
須
賀
造
船
所
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
海
軍
艦
船
の
修
理
工
事
の
一
部
を
私
立
企
業
、
と
り
わ
け
石
川
島
造
船
所
に
委
托
す
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。『
東
京
日
日
新
聞
』
の
記
事
か
ら
は
、
一
二
年
五
月
の
時
点
で
石
川
島
造
船
所
が
す
で
に
海
軍
の
雷
電
艦
の
修
理
工
事
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
６６
）。
一
三
年
四
月
に
は
海
軍
省
軍
務
局
も
本
省
に
「
所
轄
蒼
龍
丸
所
々
修
復
可
致
ケ
所
有
之
」、
し
か
し
「
軍
艦
之
修
理
ス
ベ
キ
モ
ノ
差
湊
何
分
目
今
着
手
致
兼
候
」
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
東
京
府
下
民
立
造
船
所
ニ
於
テ
修
理
相
成
候
様
致
度
（
６７
）」
と
上
申
し
て
い
た
。
し
か
し
、
修
造
工
事
を
私
立
企
業
に
委
托
す
る
場
合
、
工
事
費
用
が
部
内
造
船
所
よ
り
多
少
高
く
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、「
工
事
ノ
性
質
ニ
拠
リ
海
軍
部
内
ニ
31
テ
製
造
ス
ル
ヨ
リ
倍
余
モ
高
価
ト
ナ
ル
例
往
々
有
之
（
６８
）」
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る
。
一
〇
年
代
初
期
、
修
理
予
算
の
不
足
に
苦
し
ん
で
い
た
横
須
賀
造
船
所
、
お
よ
び
そ
れ
を
管
轄
す
る
主
船
局
の
部
外
工
場
へ
の
工
事
委
托
に
対
す
る
態
度
は
極
め
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。
蒼
龍
丸
の
修
理
に
関
し
て
主
船
局
は
ま
ず
「
入
費
仕
操
方
至
難
ニ
シ
テ
十
二
年
度
中
ニ
着
手
ス
ル
時
ハ
既
定
ノ
年
額
ニ
不
足
ヲ
来
タ
ス
懸
念
」
が
あ
り
、「
然
ル
ニ
民
立
造
船
所
ヘ
托
ス
ル
モ
齊
シ
ク
其
入
費
ニ
於
テ
ハ
到
底
別
途
御
支
出
ヲ
要
ス
ル
ノ
外
有
之
間
敷
」
と
修
理
予
算
の
不
足
を
強
調
し
、
「
艦
船
之
修
復
ヲ
民
立
造
船
所
ヘ
托
シ
候
而
ハ
海
軍
ヘ
横
須
賀
造
船
所
ヲ
附
置
カ
ル
詮
無
之
而
已
ナ
ラ
ス
、
該
所
作
業
之
経
済
上
ニ
モ
関
係
致
シ
不
軽
筋
ト
被
存
、
勿
論
非
常
等
ニ
際
シ
片
時
モ
難
差
置
程
之
場
合
ニ
候
ハ
ヽ
格
別
、
平
時
ニ
ア
リ
テ
ハ
私
立
造
船
所
ヘ
相
托
シ
候
義
ハ
先
ツ
御
許
可
不
相
成
方
ト
存
候
（
６９
）」
と
予
算
と
横
須
賀
造
船
所
の
経
営
上
の
観
点
か
ら
「
軍
需
」
の
修
理
工
事
を
私
立
企
業
に
委
託
す
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
て
い
た
。
ま
た
、
私
立
造
船
所
の
工
事
技
術
や
材
料
の
品
質
に
不
信
感
を
も
つ
者
、
工
事
を
分
割
し
て
複
数
の
造
船
所
で
施
行
す
る
こ
と
の
煩
雑
さ
を
強
調
す
る
意
見
、
そ
も
そ
も
私
立
造
船
所
へ
「
軍
需
」
委
托
す
る
こ
と
自
体
に
反
対
す
る
声
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
四
年
三
月
、
軍
艦
筑
波
の
修
理
に
関
し
て
「
渠
内
之
工
事
ハ
当
所
〔
横
須
賀
造
船
所
〕
ニ
テ
取
計
、
其
余
ハ
白
峯
平
野
等
之
造
船
家
ヘ
相
託
可
申
」
と
い
う
海
軍
省
の
意
向
に
対
し
、
横
須
賀
造
船
所
は
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。
敬
承
篤
ト
取
調
候
ニ
該
艦
ハ
三
甲
板
張
替
ヘ
キ
筈
之
処
、
是
ニ
使
用
ス
ル
木
材
ハ
迚
モ
前
両
人
之
手
ニ
テ
ハ
整
ヒ
申
間
敷
ニ
付
、
何
レ
木
材
等
ハ
当
所
ヨ
リ
相
渡
シ
、
其
余
工
事
ノ
ミ
ヲ
委
托
ス
ル
次
第
ニ
有
之
。
然
ル
ニ
該
艦
点
検
上
故
障
無
之
ヶ
所
丈
ハ
都
合
ヲ
以
入
渠
前
ニ
モ
修
理
着
手
之
見
込
ニ
有
之
ニ
付
、
入
渠
後
ヲ
前
両
人
之
内
へ
托
ス
ル
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
工
事
両
所
ニ
跨
リ
大
ニ
不
都
合
之
次
第
モ
有
之
、
且
万
一
塡
隙
之
粗
漏
ナ
ル
ト
キ
ハ
忽
チ
雨
漏
ヲ
生
シ
、
品
ニ
寄
再
応
塡
隙
致
候
等
之
患
モ
可
有
之
。
加
之
該
艦
ハ
点
検
之
為
メ
荷
物
等
悉
皆
陸
揚
ケ
致
シ
、
旁
以
不
都
合
ト
被
存
候
条
精
々
至
急
当
所
ニ
テ
悉
皆
修
理
取
計
様
仕
度
（
７０
）。
し
か
し
、
明
治
一
六
年
の
軍
拡
開
始
以
降
、
新
艦
の
建
造
・
輸
入
の
増
加
に
伴
っ
て
日
常
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
し
て
の
修
理
工
事
の
需
要
も
増
加
し
続
け
て
い
た
。
も
は
や
海
軍
の
造
船
所
だ
け
で
は
「
軍
需
」
の
修
理
工
事
に
対
応
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
感
じ
た
海
軍
省
は
、
一
八
年
「
艦
船
造
修
規
則
」
を
制
定
し
、
第
一
六
条
で
「
造
船
所
ニ
於
テ
艦
船
新
製
修
理
改
造
新
設
ノ
工
事
予
定
ノ
日
数
ア
ル
モ
更
ニ
至
急
落
成
セ
シ
ム
ヘ
キ
命
令
ア
ル
ト
キ
或
ハ
工
事
多
端
ニ
シ
テ
速
成
ノ
見
込
ナ
キ
ト
キ
ハ
工
事
ヲ
分
裂
シ
、
他
ノ
製
作
場
ニ
依
托
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
其
造
船
所
員
ヲ
シ
テ
監
督
セ
シ
ム
可
シ
（
７１
）」
と
規
定
し
、
至
急
の
場
合
に
は
工
事
を
分
割
し
て
一
部
を
部
外
工
場
に
委
託
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
明
治
一
六
年
、
平
野
富
二
は
横
浜
製
鉄
所
か
ら
借
用
中
の
機
械
や
設
備
を
石
川
島
に
移
転
す
る
こ
と
を
海
軍
省
に
請
願
し
、
許
可
を
受
け
た
。
移
転
さ
れ
た
工
作
機
械
は
い
ず
れ
も
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
製
で
、
当
時
と
し
て
は
最
新
の
も
の
で
あ
っ
た
（
７２
）。
そ
の
二
年
後
の
明
治
一
八
年
に
海
軍
省
か
ら
砲
艦
鳥
海
の
注
文
を
受
け
る
頃
に
は
、
横
浜
製
鉄
所
の
機
械
移
転
を
通
し
て
獲
得
し
た
設
備
・
技
術
力
が
主
船
局
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
一
月
、
砲
艦
の
注
文
先
に
関
し
て
主
船
局
は
海
軍
本
省
に
「
石
川
島
平
野
造
船
所
ノ
義
ハ
先
般
横
浜
製
鉄
所
ノ
諸
機
械
等
石
川
島
ヘ
引
移
シ
済
ノ
趣
ニ
付
テ
ハ
蒸
気
艦
製
造
方
ニ
於
テ
モ
差
閊
無
之
ト
信
認
致
シ
候
ニ
付
、
右
砲
艦
一
艘
ハ
該
造
船
所
於
テ
製
造
セ
シ
メ
ラ
レ
候
テ
ハ
如
何
哉
」
と
石
川
島
造
船
所
を
推
薦
し
て
い
る
。
し
か
し
海
軍
本
省
は
な
お
石
川
島
造
船
所
の
技
術
力
に
つ
い
て
「
製
鉄
所
ヲ
移
セ
ル
ヲ
以
テ
遽
ニ
砲
艦
ヲ
製
造
ス
ル
32
ニ
差
閊
ナ
シ
ト
断
定
ス
ル
ハ
少
シ
ク
不
安
心
ニ
被
存
候
、
且
該
造
船
所
ニ
テ
ハ
嘗
テ
実
馬
力
二
百
以
上
ノ
モ
ノ
ヲ
製
造
セ
ル
ヲ
聞
カ
ズ
（
７３
）」
と
不
安
を
示
し
て
民
間
へ
の
軍
需
発
注
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
視
点
を
艦
船
修
理
に
戻
す
と
、
第
一
節
で
も
述
べ
た
が
、
明
治
二
三
年
に
横
須
賀
造
船
所
は
一
〇
隻
以
上
の
部
内
艦
船
の
修
理
工
事
を
石
川
島
造
船
所
に
委
托
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
明
治
二
三
年
か
ら
二
五
年
ま
で
の
間
に
石
川
島
造
船
所
が
引
受
け
た
海
軍
艦
船
の
修
理
工
事
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
７４
）。
明
治
二
三
年：
浪
速
、
水
雷
艇
四
隻
、

城
、
水
雷
艇
小
鷹
、
扶
桑
附
属
蒸
気
船
、
高
雄
機
関
、
大
和
、
浪
速
機
関
、
武
蔵
、
海
軍
大
学
小
蒸
気
船
、
海
門
、
第
四
震
天
。
明
治
二
四
年：
比
叡
、
武
蔵
、
第
四
水
雷
艇
、
愛
宕
機
関
、
高
雄
。
明
治
二
五
年：
武
蔵
、

城
、
八
重
山
。
愛
宕
、
明
治
丸
、
ほ
か
軍
艦
三
隻
。
た
し
か
に
明
治
二
三
年
は
石
川
島
造
船
所
に
委
托
さ
れ
る
艦
船
修
理
工
事
の
量
が
突
出
し
て
多
か
っ
た
と
言
え
る
。
横
須
賀
鎮
守
府
が
海
軍
省
に
提
出
し
た
文
書
中
で
は
、
部
外
企
業
に
修
理
工
事
を
委
托
す
る
理
由
と
し
て
、
造
船
所
の
「
工
事
多
忙
」
の
ほ
か
、「
使
用
難
致
器
械
モ
有
之
」
こ
と
、
あ
る
い
は
「
機
械
鋳
造
両
工
場
改
築
ニ
着
手
中
ニ
有
之
旁
本
艦
修
理
ニ
取
掛
ラ
セ
候
余
裕
無
之
（
７５
）」
こ
と
が
よ
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
に
よ
る
と
、
二
三
年
は
「
造
船
部
鋳
造
工
場
ハ
工
業
費
ヲ
以
テ
本
年
度
中
ニ
建
替
ノ
筈
ニ
テ
既
ニ
三
月
二
十
日
ヨ
リ
工
事
ニ
着
手
中
ナ
リ
、
就
テ
ハ
鋳
物
業
ハ
目
下
全
ク
中
止
ノ
姿
ナ
ル
カ
、
新
造
及
修
理
艦
船
ノ
工
事
ハ
固
ヨ
リ
中
止
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。
然
レ
ハ
之
等
艦
船
ニ
要
ス
ル
鋳
物
ハ
之
レ
ヲ
他
ニ
注
文
ス
ル
ノ
外
ナ
シ
（
７６
）」
と
い
う
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
工
場
建
替
の
影
響
を
受
け
て
横
須
賀
造
船
所
は
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
石
川
島
造
船
所
は
非
常
時
に
お
い
て
艦
船
修
理
の
一
部
を
受
託
し
て
横
須
賀
造
船
所
を
補
助
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
直
前
の
石
川
島
造
船
所
の
経
営
状
況
に
関
し
て
、
寺
谷
武
明
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
実
際
当
時
同
造
船
所
は
「
予
想
外
に
軍
需
・
官
需
が
少
な
い
の
で
あ
っ
て
、
経
営
活
動
の
重
点
は
民
需
に
置
か
れ
て
い
た
（
７７
）」。
船
舶
修
理
事
務
に
限
定
し
て
見
て
も
、
西
日
本
で
多
く
の
「
軍
需
」
の
入
渠
修
理
工
事
を
引
受
け
た
長
崎
造
船
所
と
比
べ
て
、
石
川
島
造
船
所
が
果
た
し
た
役
割
は
比
較
的
小
さ
か
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
船
渠
の
大
き
さ
お
よ
び
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
石
川
島
造
船
所
の
船
舶
修
理
能
力
は
大
き
く
制
限
さ
れ
た
。
明
治
一
〇
年
代
か
ら
二
五
年
ま
で
の
入
渠
記
録
中
に
、
小
型
の
水
雷
艇
を
除
い
て
海
軍
の
艦
船
が
石
川
島
造
船
所
の
船
渠
を
利
用
し
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
（
７８
）。
ま
た
、
明
治
二
〇
年
代
、「
艦
船
検
査
規
則
」
の
成
立
後
、
艦
船
の
検
査
工
事
は
横
須
賀
造
船
所
の
船
渠
内
工
事
の
約
半
分
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
検
査
と
は
、
入
渠
さ
せ
て
艦
船
の
兵
器
・
機
関
を
含
め
て
全
面
的
な
点
検
を
行
う
大
規
模
な
工
事
で
あ
る
。
そ
の
性
質
上
、
艦
船
の
検
査
は
「
私
立
造
船
所
ニ
於
テ
施
行
ノ
義
ハ
差
支
有
之
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、「
成
ル
可
ク
海
軍
部
内
ノ
工
場
ニ
於
テ
検
査
施
行
致
度
（
７９
）」
工
事
で
あ
り
、
そ
の
工
事
に
私
立
造
船
所
が
補
助
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
そ
も
そ
も
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
章
を
ま
と
め
る
と
、
海
軍
所
管
時
代
の
石
川
島
造
船
所
は
中
小
型
艦
船
の
修
理
工
場
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
結
局
は
不
利
な
立
地
条
件
ゆ
え
に
海
軍
に
放
棄
さ
れ
た
。
平
野
富
二
に
貸
渡
し
た
後
、
艦
船
修
理
関
係
の
「
軍
需
」
の
受
入
れ
に
限
定
し
て
見
る
と
、「
非
常
等
ニ
際
シ
片
時
モ
難
差
置
程
之
場
合
」、
造
船
所
は
多
数
の
海
軍
艦
船
の
修
理
工
事
を
受
入
れ
て
横
須
賀
造
船
所
に
対
し
て
補
助
的
な
役
割
を
果
た
し
、
さ
ら
に
国
内
私
立
企
業
製
の
軍
艦
第
一
号
、
砲
艦
鳥
海
の
工
事
受
注
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
設
備
、
技
術
と
地
理
的
制
限
の
た
め
、
33
明
治
一
六
年
軍
拡
の
開
始
後
、
東
京
湾
内
で
横
須
賀
が
対
応
し
き
れ
な
い
「
軍
需
」
を
消
化
す
る
力
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
「
軍
需
」
の
ほ
か
、
横
須
賀
造
船
所
か
ら
排
出
さ
れ
た
「
民
需
」
の
視
点
か
ら
一
六
年
軍
拡
以
降
の
石
川
島
造
船
所
の
経
営
活
動
を
考
察
し
た
室
山
義
正
は
、
横
須
賀
造
船
所
の
「
軍
需
」
排
出
に
よ
っ
て
「
市
場
が
倍
増
し
た
に
も
拘
ら
ず
作
業
収
入
が
か
か
る
僅
少
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
、
平
野
造
船
所
が
市
場
拡
大
を
埋
め
合
わ
せ
る
能
力
・
設
備
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
８０
）」
と
石
川
島
造
船
所
の
能
力
・
設
備
を
低
く
評
価
し
て
い
る
。
最
後
の
第
三
章
で
は
「
外
需
」
に
焦
点
を
あ
て
、
横
浜
に
寄
港
し
た
外
国
船
が
石
川
島
へ
回
航
し
て
修
理
を
受
け
よ
う
と
し
た
際
の
申
請
手
続
き
の
制
定
、
お
よ
び
規
則
制
定
に
対
す
る
関
係
官
庁
の
関
心
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
三
章
、
私
立
石
川
島
造
船
所
と
「
外
需
」
一
、
私
立
石
川
島
造
船
所
に
お
け
る
外
国
船
の
修
理
状
況
海
軍
所
管
時
代
の
石
川
島
造
修
船
所
が
外
国
船
の
修
理
を
受
入
れ
た
記
録
は
管
見
の
限
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
石
川
島
造
船
所
が
平
野
富
二
に
貸
し
渡
さ
れ
た
三
ヶ
月
後
の
明
治
九
年
一
一
月
、
平
野
は
早
く
も
東
京
府
権
知
事
楠
本
正
隆
に
対
し
て
「
今
後
横
浜
碇
泊
ノ
外
国
船
修
復
ノ
義
依
頼
受
候
。
茲
ハ
横
浜
税
関
ノ
免
許
ヲ
得
、
横
須
賀
造
船
場
へ
修
復
ノ
為
相
回
候
手
続
ト
同
般
ノ
振
合
ヲ
以
石
川
島
へ
も
相
回
候
儀
出
来
候
様
致
度
」
と
申
請
し
て
い
た
。
東
京
府
は
「
外
国
商
船
碇
泊
ハ
難
相
成
開
市
場
規
則
ニ
候
得
共
、
修
船
之
義
ハ
全
別
格
之
義
ニ
テ
殊
更
人
民
ニ
シ
テ
如
此
盛
業
ヲ
相
起
シ
候
義
ハ
可
賞
筋
ニ
シ
テ
往
々
回
船
営
業
者
之
大
ニ
便
利
ヲ
助
ケ
候
筋
ト
存
候
間
聞
届
候
積
」
と
造
船
業
の
興
盛
の
視
点
か
ら
こ
れ
を
支
持
し
、
さ
ら
に
東
京
府
か
ら
照
会
を
受
け
た
横
浜
税
関
も
、
密
商
取
締
の
た
め
「
其
時
ニ
為
取
締
税
関
監
吏
一
名
為
乗
組
候
」
こ
と
を
条
件
と
し
て
賛
同
し
た
（
８１
）。
平
野
の
伺
書
は
東
京
府
と
内
務
省
を
経
由
し
て
一
二
月
一
九
日
太
政
官
に
上
申
さ
れ
た
。
太
政
官
か
ら
の
照
会
を
受
け
た
外
務
省
は
「
東
京
府
ニ
テ
密
商
ノ
取
締
充
分
行
届
候
上
ハ
修
船
場
持
主
へ
外
国
船
ト
イ
ヘ
ト
モ
日
本
政
府
ヨ
リ
免
許
ヲ
受
タ
ル
船
ナ
ラ
ハ
入
渠
修
復
ス
ル
ニ
差
支
ナ
シ
」
と
し
、
さ
ら
に
石
川
島
で
の
修
理
を
求
め
る
外
国
船
の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
「
外
国
人
ノ
内
右
修
船
場
ノ
ア
ル
ヲ
聞
及
、
修
復
ヲ
托
シ
度
ト
望
ム
時
ハ
横
浜
税
関
ヘ
為
願
出
、
同
関
ノ
見
込
ヲ
以
其
都
度
特
別
ノ
免
許
ヲ
与
ヘ
、
若
不
都
合
ノ
事
ア
ル
時
ハ
前
例
ア
ル
ト
モ
決
テ
免
許
ヲ
与
ヘ
サ
ル
事
ニ
相
定
候
ハ
ヽ
差
支
無
之
」
と
、
そ
の
決
定
権
を
横
浜
税
関
に
付
与
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
翌
一
〇
年
一
月
、
内
務
省
の
上
申
は
許
可
さ
れ
、
さ
ら
に
外
務
省
の
意
見
に
よ
っ
て
「
修
復
ヲ
要
ス
ル
外
国
船
主
ヨ
リ
横
浜
税
関
へ
願
出
サ
セ
、
同
関
之
免
許
ヲ
受
候
上
ハ
回
船
修
復
不
苦
（
８２
）」
と
い
う
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
石
川
島
造
船
所
が
船
舶
修
理
と
い
う
「
外
需
」
に
従
事
す
る
こ
と
は
制
度
上
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
横
浜
に
寄
港
し
た
外
国
船
の
修
理
需
要
を
重
要
な
顧
客
市
場
と
し
て
認
識
し
た
平
野
富
二
は
経
営
初
期
か
ら
外
国
船
修
理
の
受
入
れ
許
可
を
政
府
か
ら
も
ら
い
、
東
京
湾
内
唯
一
の
私
立
船
渠
と
し
て
外
国
船
修
理
市
場
に
参
入
し
た
。
明
治
九
年
一
二
月
二
七
日
か
ら
、
平
野
は
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
に
二
ヶ
月
に
わ
た
り
「
今
般
石
川
島
船
渠
ニ
於
テ
惣
噸
数
六
百
噸
迄
之
蒸
気
船
并
帆
前
船
共
左
之
定
価
ヲ
以
テ
入
渠
請
負
仕
」、「
二
百
噸
以
下
三
日
間
ニ
付
金
二
百
円
、
但
二
百
噸
以
上
六
百
噸
迄
五
十
噸
毎
ニ
金
二
十
五
円
宛
ヲ
増
ス
。
二
百
噸
以
下
三
日
後
一
日
金
二
十
円
、
但
二
百
噸
以
上
六
百
噸
迄
百
噸
毎
ニ
金
五
円
宛
ヲ
増
ス
（
８３
）」
と
い
う
入
渠
修
理
に
関
す
る
広
告
を
打
っ
た
。
そ
の
内
容
か
ら
は
、
外
国
船
を
含
む
横
浜
に
来
航
す
る
六
〇
〇
ト
ン
以
下
、
そ
の
中
で
も
主
に
二
〇
〇
ト
ン
前
後
の
小
型
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船
が
、
平
野
が
想
定
し
た
主
要
顧
客
層
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
積
極
的
な
「
外
需
」
の
受
入
れ
を
表
明
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
川
島
平
野
造
船
所
が
外
国
船
の
修
理
工
事
を
最
初
に
受
注
し
た
の
は
、
最
初
に
広
告
を
打
っ
た
明
治
九
年
か
ら
四
年
が
経
過
し
た
、
明
治
一
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
に
来
航
し
た
ロ
シ
ア
商
船
（
８４
）ノ
ル
デ
ン
ス
キ
ヨ
ル
ト
号
は
航
海
中
船
体
に
損
傷
を
受
け
、
そ
の
修
理
を
石
川
島
造
船
所
に
依
頼
し
て
い
た
。
明
治
一
三
〜
一
四
年
に
出
版
さ
れ
た
平
野
富
二
の
伝
記
も
、
ロ
シ
ア
船
修
理
の
事
績
に
関
し
て
「
功
成
る
の
後
魯
人
驚
き
て
曰
く
、
図
ら
ず
日
本
人
の
此
の
如
く
造
船
術
に
長
せ
た
と
は
と
感
嘆
刻
を
移
せ
り
吾
が
顕
官
こ
れ
を
聞
き
魯
人
を
招
き
て
祝
盃
を
挙
げ
た
り
。
蓋
し
国
光
を
益
す
も
の
と
い
ふ
べ
し
（
８５
）」
と
高
く
評
価
し
て
い
た
。
こ
こ
で
明
治
一
〇
年
代
、
石
川
島
平
野
造
船
所
の
船
舶
入
渠
修
理
事
績
を
表
四
に
ま
と
め
る
（
８６
）。
ま
ず
全
体
を
概
観
す
る
と
、
開
業
初
期
は
帆
船
の
修
理
量
の
多
さ
が
目
立
つ
が
一
三
年
を
境
に
そ
の
比
率
が
激
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
寺
谷
武
明
の
研
究
に
よ
る
と
、
石
川
島
平
野
造
船
所
の
開
業
初
期
に
は
蒸
気
船
の
特
性
や
優
位
性
が
十
分
に
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
帆
船
の
建
造
や
船
舶
修
理
で
利
益
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
（
８７
）。
ま
た
松
方
デ
フ
レ
の
影
響
で
入
渠
船
の
総
量
は
多
少
上
下
し
て
い
た
が
、
表
四
の
Ｉ
行
で
算
出
す
る
通
り
、
入
渠
船
の
平
均
ト
ン
数
は
一
〇
年
代
を
通
じ
て
三
〇
〇
ト
ン
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
立
地
上
の
問
題
か
ら
小
型
船
の
入
渠
修
理
に
し
か
従
事
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
明
治
一
七
〜
一
八
年
に
東
京
府
が
行
っ
た
東
京
湾
澪
筋
の
浚
渫
工
事
（
８８
）に
よ
っ
て
石
川
島
へ
の
通
航
条
件
は
多
少
緩
和
さ
れ
、
入
渠
船
の
平
均
ト
ン
数
も
漸
増
し
た
。
一
八
年
に
は
、
初
期
に
は
入
渠
で
き
な
か
っ
た
六
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
、
す
な
わ
ち
総
ト
ン
数
七
〇
〇
ト
ン
の
播
磨
丸
の
入
渠
に
成
功
し
た
。
平
野
が
開
業
初
期
か
ら
打
ち
出
し
た
「
外
需
」
誘
致
策
の
も
た
ら
し
た
効
果
は
決
し
て
大
き
く
な
い
。
明
治
一
〇
年
代
を
通
し
て
修
理
の
た
め
に
石
川
島
平
野
造
表四、明治一〇年代、石川島平野造船所の船舶修理状況
外国船
なし
なし
なし
ロシア軍艦１（蒸気船３５1トン）
なし
アメリカ商船２
（２隻とも帆船１００トン、７０トン）
アメリカ商船１（帆船100トン）、
国籍不明商船１（帆船１００トン）
イギリス商船（帆船２５０トン）、
ドイツ商船１（帆船３００トン）
なし
なし
I
G/F
２５６．７
２９１．１
２９０．９
２２１，０
２６７．６
２５３．９
２０３．６
２１９．４
２９３．５
２９４．０
H
C/G
１００．０％
６９．７％
８２．４％
２８．１％
３８．７％
４１．０％
６４．７％
１７．１％
５．７％
６９．４％
G
総トン
数
７７０
２０３８
２６１８
６６３
４５４９
４８２４
２８５１
２６３３
３５２２
５８８
F
合計
隻数
３
７
９
３
１７
１９
１４
１２
１２
２
E
内国船
蒸気船
総トン数
０
６１７
４６０
４７７
２７８８
２８４７
１００５
２１８３
３３２２
１８０
D
蒸気船
隻数
０
２
２
２
１１
１３
８
１１
１０
１
C
帆船総
トン数
７７０
１４２１
２１５８
１８６
１７６１
１９７７
１８４６
４５０
２００
４０８
B
帆船
隻数
３
５
７
１
６
６
６
１
２
１
A
年度
明治１０年
明治１１年
明治１２年
明治１３年
明治１４年
明治１５年
明治１６年
明治１７年
明治１８年
明治１９年
（３月まで）
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船
所
に
入
渠
し
た
外
国
船
は
僅
か
に
七
隻
、
し
か
も
そ
の
依
頼
も
一
時
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
持
続
的
な
外
国
船
修
理
市
場
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
当
時
の
石
川
島
平
野
造
船
所
は
機
械
製
造
や
土
木
な
ど
の
他
事
業
も
兼
営
し
て
い
た
の
で
、
明
治
一
〇
年
代
、
東
京
湾
内
の
修
理
船
市
場
に
は
巨
大
な
需
要
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
同
造
船
所
に
と
っ
て
修
理
船
の
「
外
需
」
が
経
営
上
で
持
つ
意
味
は
実
に
薄
か
っ
た
（
８９
）。
ま
た
、
船
渠
の
サ
イ
ズ
と
石
川
島
附
近
の
通
航
条
件
か
ら
考
え
て
、
当
時
の
平
野
造
船
所
は
「
外
需
」
に
充
分
に
応
じ
、
安
定
的
な
利
益
を
確
保
す
る
能
力
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
二
、「
税
関
決
裁
」
と
い
う
新
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
本
章
の
冒
頭
部
分
で
述
べ
た
通
り
、
明
治
一
〇
年
に
太
政
官
は
「
修
復
ヲ
托
シ
度
ト
望
ム
時
ハ
横
浜
税
関
ヘ
為
願
出
、
同
関
ノ
見
込
ヲ
以
其
都
度
特
別
ノ
免
許
ヲ
与
ヘ
」
る
と
い
う
外
務
省
の
意
見
を
聞
入
れ
て
、
石
川
島
平
野
造
船
所
に
修
理
工
事
を
依
頼
し
よ
う
と
し
た
外
国
船
の
申
請
を
裁
決
す
る
権
限
を
横
浜
税
関
に
付
与
し
た
。
外
務
省
が
「
税
関
決
裁
」
を
支
持
し
た
こ
と
か
ら
、
外
務
省
は
石
川
島
平
野
造
船
所
が
受
入
れ
ん
と
す
る
顧
客
を
外
国
商
船
の
み
と
想
定
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
同
造
船
所
が
税
関
事
務
と
の
関
係
性
が
薄
く
、
且
つ
外
国
交
際
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
外
国
軍
艦
の
修
理
工
事
に
応
じ
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
最
初
に
外
国
船
修
理
の
受
入
れ
に
関
し
て
東
京
府
に
上
申
し
た
際
、
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
平
野
富
二
は
「
横
須
賀
造
船
場
へ
修
復
ノ
為
回
船
候
手
続
ト
同
般
ノ
振
合
」
を
望
ん
で
い
た
。
外
国
商
船
に
限
定
し
て
見
る
と
、
明
治
九
年
に
平
野
が
上
申
し
た
時
点
で
は
、
横
須
賀
造
船
所
に
修
理
工
事
を
依
頼
す
る
外
国
商
船
は
、
在
横
浜
各
国
領
事
館
と
神
奈
川
県
庁
を
経
由
し
て
申
請
す
る
と
い
う
規
則
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
申
請
方
式
に
お
け
る
横
浜
税
関
の
立
ち
位
置
は
、「
許
可
相
成
候
節
ハ
以
来
直
チ
ニ
其
港
税
関
ヘ
通
知
可
致
（
９０
）」
と
い
う
大
蔵
省
の
照
会
が
示
す
通
り
、
密
商
取
締
の
た
め
に
海
軍
側
の
決
裁
結
果
が
通
知
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
税
関
は
外
国
船
の
修
理
申
請
を
決
裁
・
許
可
す
る
権
限
を
全
く
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
川
島
平
野
造
船
所
の
場
合
、
外
務
省
の
主
張
に
よ
っ
て
横
浜
税
関
の
立
場
が
「
報
知
の
対
象
」
か
ら
「
決
裁
の
主
体
」
に
ま
で
格
上
げ
さ
れ
、
逆
に
神
奈
川
県
庁
は
申
請
ル
ー
ト
か
ら
完
全
に
排
除
さ
れ
た
。
こ
の
「
税
関
決
裁
」
の
規
則
に
対
し
て
神
奈
川
県
庁
が
不
満
を
抱
い
た
の
も
尤
も
で
あ
る
。
一
七
年
一
二
月
、
ド
イ
ツ
商
船
メ
ル
ク
ル
が
石
川
島
に
入
渠
修
理
を
申
請
し
た
際
、
神
奈
川
県
令
沖
守
固
は
外
務
・
内
務
両
省
に
対
し
て
以
下
の
伺
書
を
提
出
し
た
。
や
や
長
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
全
文
を
引
用
す
る
。
当
港
碇
泊
ノ
外
国
船
修
復
等
ノ
為
メ
横
須
賀
ヘ
廻
船
ノ
節
ハ
其
都
度
領
事
ヲ
経
テ
本
庁
ヘ
願
出
、
小
官
於
テ
免
許
ヲ
与
ヘ
候
例
規
ニ
有
之
、
其
他
不
開
港
場
ヘ
向
ケ
渡
航
願
出
候
節
ハ
経
伺
ノ
上
許
可
致
来
候
間
、
過
般
独
乙
国
メ
ル
ク
ル
号
船
修
理
ノ
為
石
川
島
造
船
所
ヘ
廻
船
ノ
義
願
出
候
節
モ
別
段
不
都
合
筋
無
之
ト
認
候
間
、
経
伺
ノ
上
許
可
致
其
旨
本
港
税
関
ヘ
通
報
候
処
、
該
関
長
ヨ
リ
外
国
船
修
復
ノ
為
メ
石
川
島
ヘ
廻
船
願
ニ
限
リ
該
関
於
テ
許
可
可
取
計
旨
明
治
十
年
二
月
中
大
蔵
省
ノ
達
ニ
基
キ
爾
来
取
扱
来
候
旨
通
知
有
之
候
。
抑
モ
外
国
船
不
開
港
場
ヘ
廻
船
ス
ル
ニ
当
リ
税
関
ノ
関
渉
ス
ル
処
ハ
単
ニ
本
港
仮
出
港
ヲ
認
許
ス
ル
ノ
一
点
ニ
止
マ
リ
、
其
廻
船
先
ニ
依
リ
之
ヲ
許
否
ス
ル
等
ハ
一
般
取
締
上
地
方
庁
ノ
管
理
ニ
属
シ
候
方
穏
当
ノ
儀
ト
存
候
。
然
ル
ニ
前
顕
石
川
島
廻
船
ニ
限
リ
本
県
ニ
関
セ
ス
、
独
リ
税
関
ノ
ミ
ニ
テ
許
可
候
テ
ハ
取
締
上
不
都
合
ト
存
候
条
、
本
件
ノ
如
ク
商
業
ノ
目
的
ヲ
有
セ
ス
、
単
ニ
船
体
修
理
等
ノ
為
メ
石
川
島
廻
船
ノ
義
ハ
予
テ
相
伺
置
候
横
須
賀
廻
船
ノ
手
続
ト
同
様
本
県
ヘ
出
願
セ
シ
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メ
事
実
取
調
ノ
上
、
小
官
ニ
テ
直
ニ
許
否
候
様
致
度
。
尤
其
都
度
本
港
仮
出
港
ニ
付
テ
ハ
税
関
ト
協
議
ヲ
遂
ケ
、
且
之
ヲ
許
可
候
ト
キ
ハ
警
視
庁
ヘ
通
報
可
取
計
積
ニ
有
之
候
。
右
何
分
ノ
御
指
揮
有
之
度
此
段
相
伺
候
也
（
９１
）。
要
約
す
る
と
、
明
治
一
七
年
に
ド
イ
ツ
商
船
メ
ル
ク
ル
号
が
石
川
島
平
野
造
船
所
へ
の
回
航
・
修
理
を
申
請
し
た
際
、「
税
関
決
裁
」
で
は
な
く
、
横
須
賀
造
船
所
に
外
国
商
船
の
修
理
を
依
頼
す
る
従
来
の
ケ
ー
ス
と
同
様
、
神
奈
川
県
庁
に
出
願
し
て
「
経
伺
ノ
上
許
可
」
さ
れ
た
。「
経
伺
」
の
具
体
的
な
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
神
奈
川
県
・
東
京
府
の
両
地
方
庁
を
経
由
し
て
石
川
島
平
野
造
船
所
に
申
請
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
県
庁
が
造
船
所
側
の
返
答
を
税
関
に
報
知
し
た
と
こ
ろ
、
申
請
の
決
裁
権
限
を
め
ぐ
っ
て
県
庁
と
税
関
と
の
間
に
論
争
が
生
じ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
外
務
省
の
主
張
を
反
映
す
る
「
税
関
決
裁
」
に
対
し
て
神
奈
川
県
庁
は
、
外
国
船
の
廻
船
の
取
締
は
一
般
的
に
地
方
庁
の
管
理
下
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
石
川
島
造
船
場
に
廻
船
す
る
場
合
に
限
っ
て
県
が
関
与
で
き
な
い
の
は
不
都
合
で
あ
る
と
、
反
対
し
て
い
た
。
こ
の
神
奈
川
県
庁
の
意
見
に
つ
い
て
、
外
務
卿
井
上
馨
は
内
務
卿
山
県
有
朋
に
対
し
て
「
外
国
船
出
入
港
ノ
義
ハ
税
関
ノ
最
関
係
ス
ル
処
ニ
有
之
且
石
川
島
ハ
神
奈
川
県
管
内
ニ
モ
無
之
ニ
付
、
仮
令
該
県
ニ
於
テ
同
所
廻
船
ノ
一
事
ヲ
許
可
ス
ル
モ
、
其
廻
船
先
ノ
取
締
向
ニ
於
テ
ハ
更
ニ
警
視
庁
へ
照
会
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
儀
ニ
有
之
候
」
と
述
べ
て
「
本
件
ハ
従
前
通
リ
税
関
ニ
於
テ
許
可
シ
、
其
都
度
神
奈
川
県
並
警
視
庁
ヘ
モ
税
関
ヨ
リ
直
ニ
通
報
致
シ
候
方
可
然
哉
ニ
被
存
候
（
９２
）」
と
主
張
し
て
い
た
。
結
局
外
務
省
の
意
見
が
内
務
省
に
容
れ
ら
れ
、
石
川
島
へ
の
回
航
・
修
理
の
裁
決
権
限
は
依
然
横
浜
税
関
に
付
与
さ
れ
た
。
で
は
な
ぜ
外
務
省
は
「
税
関
決
裁
」
を
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
強
く
支
持
し
た
の
か
、
こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
こ
の
申
請
方
式
で
修
理
を
申
請
す
る
場
合
、
横
浜
税
関
の
許
可
を
得
て
か
ら
修
理
が
完
了
す
る
ま
で
の
具
体
的
な
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
、
東
京
都
公
文
書
館
所
収
の
石
川
島
造
船
所
（
９３
）に
お
け
る
外
国
船
修
理
関
係
の
文
書
を
利
用
し
て
考
察
し
た
い
。
東
京
都
公
文
書
館
に
は
明
治
一
五
年
か
ら
二
六
年
ま
で
の
石
川
島
造
船
所
に
お
け
る
外
国
船
の
入
渠
修
理
関
係
の
文
書
、
合
計
一
三
隻
分
が
確
認
で
き
る
。
表
五
に
関
係
文
書
の
所
蔵
状
況
を
ま
と
め
た
。
こ
こ
で
は
明
治
二
四
年
の
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
ラ
ゴ
タ
号
を
例
と
し
て
、
修
理
完
了
ま
で
の
一
連
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

ま
ず
二
四
年
五
月
二
五
日
、
横
浜
税
関
は
ラ
ゴ
タ
号
の
回
航
・
修
理
を
許
可
し
、
東
京
府
庁
宛
で
「
米
国
鯨
猟
船
バ
ー
ク
形
ラ
コ
ダ
号
船
体
修
繕
ノ
為
メ
御
管
理
下
石
川
島
造
船
所
ヘ
回
船
ノ
義
願
出
許
可
致
候
」
と
い
う
許
可
文
書
を
作
成
し
、
外
国
船
に
手
渡
し
た
（
直
接
電
報
で
造
船
所
に
送
付
す
る
の
も
あ
る
）。
更
に
税
関
の
監
吏
一
名
を
派
遣
し
て
ラ
ゴ
タ
号
に
便
乗
さ
せ
同
船
の
回
航
・
修
理
を
監
理
す
る
。

二
六
日
、
ラ
ゴ
タ
号
は
石
川
島
造
船
所
に
到
着
し
た
後
、
造
船
所
は
税
関
の
許
可
文
書
と
ラ
ゴ
タ
号
の
乗
組
員
名
簿
を
添
付
し
、
府
知
事
宛
で
府
庁
に
「
米
国
人
ツ
レ
ザ
ー
所
有
ノ
庫
船
ラ
ゴ
タ
号
入
渠
修
復
ノ
儀
横
浜
税
関
ノ
免
許
ヲ
得
依
頼
致
来
、
本
日
石
川
島
ヘ
本
船
曳
入
候
間
、
乗
込
人
名
書
相
添
此
段
御
届
申
上
候
也
」
と
上
申
し
た
。

上
申
文
書
を
受
け
取
っ
た
府
庁
官
房
外
務
掛
は
税
関
の
許
可
文
書
を
確
認
し
た
上
で
、
二
七
日
府
知
事
に
「
横
浜
税
関
ノ
認
許
ヲ
受
ク
ル
上
ハ
廻
船
修
復
苦
シ
カ
ラ
ズ
」
と
報
告
し
た
。

最
後
に
、
修
理
工
事
の
終
了
後
、
造
船
所
は
府
庁
外
務
掛
を
通
じ
て
府
知
事
に
「
本
年
五
月
廿
六
日
御
届
申
上
候
米
人
フ
レ
ザ
ー
所
有
庫
船
ラ
ゴ
タ
号
修
繕
相
竣
り
候
ニ
付
、
本
日
帰
船
仕
候
間
此
段
御
届
申
上
候
也
」
と
報
告
し
た
（
９４
）。
以
上
の
事
務
手
続
き
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
注
意
す
べ
き
は
、

と

の
手
続
き
、
す
な
わ
ち
石
川
島
造
船
所
が
外
国
船
の
入
渠
修
理
と
工
事
の
竣
工
を
府
庁
に
上
申
す
る
場
合
、
必
ず
し
も
事
前
申
請
で
は
な
37
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

の
手
続
き
に
関
し
て
は
、
外
国
船
の
到
着
当
日
、
あ
る
い
は
翌
日
の
報
告
が
一
般
的
で
（
９５
）、

の
竣
工
報
告
に
関
し
て
も
、
基
本
的
に
出
航
後
一
〜
三
日
後
に
府
庁
に
報
告
し
て
い
た
（
９６
）。
横
浜
税
関
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
東
京
で
の
出
入
港
、
石
川
島
へ
の
回
航
、
入
渠
な
ど
一
連
の
事
務
に
関
し
て
予
め
東
京
府
庁
の
許
可
を
得
る
必
要
は
な
く
、
回
航
後
や
出
港
後
に
造
船
所
を
通
し
て
府
庁
に
事
後
報
告
す
れ
ば
問
題
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
二
六
年
九
月
の
石
炭
庫
船
ハ
ン
ス
号
の
ケ
ー
ス
で
は
、
横
浜
税
関
は
東
京
府
庁
に
「
本
月
廿
四
日
頃
石
川
島
造
船
所
若
ク
ハ
品
川
造
船
所
ヘ
廻
船
ノ
儀
許
可
致
候
（
９７
）」
と
通
知
し
て
い
た
。
許
可
文
書
か
ら
見
る
と
、
外
国
船
が
税
関
に
東
京
へ
の
回
航
を
申
請
し
た
時
点
で
は
、
必
ず
し
も
修
理
工
事
の
依
頼
先
が
確
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
入
渠
の
必
要
が
な
け
れ
ば
選
択
肢
は
石
川
島
造
船
所
以
外
に
も
あ
っ
た
た
め
、
ま
ず
東
京
に
回
航
し
て
現
地
で
各
造
船
所
と
直
接
交
渉
す
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
っ
た
。「
税
関
決
裁
」
方
式
は
手
続
き
の
柔
軟
性
が
高
く
効
率
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
横
須
賀
造
船
所
に
対
し
て
外
国
船
の
修
理
を
申
請
し
た
場
合
、
海
軍
所
管
と
い
う
性
質
上
、
ま
た
同
造
船
所
の
工
事
多
忙
の
た
め
、
申
請
手
続
き
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
従
来
の
横
須
賀
造
船
所
に
修
理
を
依
頼
す
る
際
の
規
則
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
と
、
石
川
島
造
船
所
に
修
理
を
依
頼
す
る
場
合
は
お
そ
ら
く
、
ま
ず
神
奈
川
県
、
東
京
府
の
両
地
方
庁
を
経
由
し
て
造
船
所
と
連
絡
を
と
り
現
場
の
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
後
同
様
の
ル
ー
ト
を
経
て
外
国
船
に
結
果
を
通
知
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
手
続
き
は
間
違
い
な
く
審
議
裁
決
の
効
率
を
下
げ
る
。
海
軍
の
造
船
所
な
ら
と
も
か
く
、
私
立
造
船
所
の
場
合
で
も
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
方
法
を
踏
襲
す
る
必
要
性
は
全
く
な
か
っ
た
。
自
身
の
権
限
が
削
が
れ
る
こ
と
に
不
満
を
抱
い
た
神
奈
川
県
庁
は
、
あ
く
ま
で
従
来
の
複
雑
な
手
続
き
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
外
務
表五、石川島造船所における外国船の入渠修理関係文書の状況
外務掛・
課→知事
○
○
○
○
○
○
○
石川島造船所
→東京府庁外務掛・課
（竣工・出帆報告）
○
○
○
○
○
○
○
○
外務掛・
課→知事
○
○
○
○
○
○
○
○
○
石川島造船所
→東京府庁外務掛・課
（入渠依頼に関する報告）
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
横浜税関
許可文書
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
船名
米帆船オットル
英船ウヲンダリングミンストレル
独帆船メルタル
英帆船ネモ
英船ソテガウラ
英浚渫船菖蒲号
米捕鯨船ラゴタ
英捕鯨船ノーチラス
英捕鯨船ウホール
英帆船メルメード
米太平汽船会社石炭庫船ヱメリー
米太平汽船会社石炭庫船ハンス
英領コロムビア帆船マーメイド
年度
明治１５年
明治１７年
明治１７年
明治２０年
明治２１年
明治２３年
明治２４年
明治２４年
明治２４年
明治２６年
明治２６年
明治２６年
明治２６年
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省
は
そ
れ
を
拒
絶
し
た
。
税
関
に
決
裁
権
を
付
与
し
よ
う
と
し
た
外
務
省
の
意
図
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
推
測
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、
外
国
船
修
理
の
申
請
手
続
き
の
効
率
を
上
げ
る
た
め
、
従
来
の
非
効
率
な
往
復
連
絡
ル
ー
ト
の
か
わ
り
に
、「
税
関
決
裁
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
比
較
的
に
自
由
度
が
高
く
効
率
的
な
申
請
ル
ー
ト
を
制
定
し
、
外
国
側
の
修
理
請
求
を
円
滑
に
処
理
す
る
こ
と
が
外
務
省
の
第
一
義
的
な
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ハ
ン
ス
号
の
修
理
の
際
、
横
浜
税
関
は
東
京
府
庁
に
「
本
月
廿
四
日
頃
石
川
島
造
船
所
若
ク
ハ
品
川
造
船
所
ヘ
廻
船
ノ
儀
許
可
致
候
」
と
通
告
し
た
が
、
こ
の
品
川
造
船
所
は
、
明
治
一
六
年
に
陸
軍
か
ら
借
用
し
た
品
川
の
第
四
台
場
に
緒
明
菊
三
郎
が
設
立
し
た
「
緒
明
造
船
所
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
小
型
船
修
理
用
の
船
架
を
持
つ
同
造
船
所
は
明
治
一
九
年
、
イ
ギ
リ
ス
船
フ
ル
ゼ
ッ
キ
号
か
ら
修
理
依
頼
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
依
頼
に
応
じ
る
た
め
に
緒
明
は
同
年
一
一
月
、
東
京
府
知
事
高
崎
五
六
に
「
我
儀
兼
テ
陸
軍
省
ヨ
リ
拝
借
罷
在
候
品
海
第
四
砲
台
ニ
於
テ
英
国
風
帆
船
フ
ル
ゼ
ッ
キ
号
修
繕
方
受
負
候
処
、
未
品
川
港
ニ
外
国
船
出
入
ヲ
御
許
可
相
居
リ
不
申
候
由
、
実
ニ
困
却
仕
候
」、
そ
の
た
め
「
特
別
之
御
詮
議
ヲ
以
何
卒
同
船
品
川
港
入
港
之
儀
御
許
可
被
成
下
度
、
此
段
奉
懇
願
候
也
」
と
上
申
し
て
い
た
。
東
京
府
庁
内
に
お
い
て
外
務
課
は
「
右
外
国
船
東
京
湾
ヘ
入
渠
ノ
儀
ハ
石
川
島
造
船
所
持
主
平
野
富
二
ニ
免
許
相
成
候
先
例
モ
有
之
候
」
を
理
由
と
し
て
許
可
す
る
意
向
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
横
浜
税
関
も
「
本
関
別
段
差
支
筋
無
之
、
当
度
ニ
限
ラ
ス
今
後
モ
同
様
ノ
件
可
有
之
ニ
付
前
年
ノ
平
野
富
二
石
川
島
造
船
所
ヘ
外
国
船
廻
航
許
可
相
成
候
節
之
手
続
ニ
相
成
候
様
此
際
其
筋
ヘ
御
稟
議
相
成
候
ハ
ヽ
今
後
御
互
ニ
便
宜
之
事
ト
存
候
（
９８
）」
と
、
今
後
同
様
の
請
求
が
あ
れ
ば
す
べ
て
石
川
島
造
船
所
の
先
例
に
倣
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
緒
明
の
上
申
は
結
局
東
京
府
庁
を
経
由
し
て
内
務
省
に
許
可
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
年
一
一
〜
一
二
月
、
緒
明
造
船
所
は
ド
イ
ツ
船
ア
ン
ル
ヤ
ア
ス
号
と
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
キ
号
の
上
架
修
理
工
事
を
行
っ
た
（
９９
）。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
船
は
従
来
の
横
須
賀
造
船
所
と
同
様
の
ル
ー
ト
、
つ
ま
り
神
奈
川
県
庁
を
経
由
し
て
申
請
し
た
た
め
に
、
地
方
庁
と
税
関
の
争
い
が
再
び
生
じ
て
い
た
。
二
〇
年
四
月
、
神
奈
川
県
知
事
沖
守
固
は
再
び
長
大
な
上
申
書
を
提
出
し
、「
東
京
ヘ
回
漕
ス
ル
モ
ト
雖
ト
モ
修
復
ノ
場
合
ヲ
除
キ
他
ノ
所
用
ニ
係
ル
時
ハ
同
様
渾
テ
当
庁
於
テ
取
扱
来
リ
候
義
ニ
有
之
候
」
を
理
由
と
し
て
「
事
業
ヲ
税
関
ヘ
御
委
任
相
成
候
テ
ハ
外
国
船
ニ
対
ス
ル
一
般
取
締
事
務
ノ
振
合
ト
権
衡
相
合
ハ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
実
際
終
ニ
充
分
之
取
締
難
相
立
ニ
至
リ
可
申
ト
存
候
」
と
「
税
関
決
裁
」
の
規
則
に
不
満
を
表
明
し
た
。
県
庁
の
上
申
に
つ
い
て
内
務
・
外
務
・
大
蔵
三
省
が
協
議
し
た
結
果
、
神
奈
川
県
の
主
張
は
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
不
開
港
場
に
お
け
る
外
国
船
の
修
理
問
題
を
め
ぐ
る
地
方
庁
と
税
関
の
権
限
争
い
は
決
着
が
つ
か
ず
問
題
は
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
た
（
１００
）。
湯
川
文
彦
は
明
治
初
期
の
外
国
事
務
の
う
ち
、
開
港
場
の
外
国
事
務
を
明
治
初
年
の
事
務
の
な
か
で
最
も
複
合
的
な
事
務
領
域
と
評
価
し
、
開
港
場
の
「
条
約
に
規
定
さ
れ
る
場
」
と
「
国
内
の
一
地
方
」
と
い
う
二
重
性
格
に
注
目
し
て
開
港
場
の
事
務
分
界
の
形
成
に
つ
い
て
精
緻
に
検
討
し
て
い
る
（
１０１
）。
横
浜
税
関
、
神
奈
川
県
、
東
京
府
の
両
地
方
庁
お
よ
び
民
間
企
業
が
関
わ
る
こ
の
外
国
船
修
理
の
審
議
問
題
は
一
般
的
な
開
港
場
問
題
よ
り
な
お
さ
ら
複
雑
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
一
六
年
の
軍
拡
以
降
の
日
本
造
船
業
に
お
け
る
「
民
需
」、「
軍
需
」
と
「
外
需
」
の
関
係
に
関
し
て
室
山
義
正
は
、
軍
拡
の
開
始
後
「
軍
需
」
に
集
中
し
よ
う
と
し
た
横
須
賀
造
船
所
は
部
外
の
工
事
を
排
除
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
排
出
さ
れ
た
民
需
を
満
た
し
、
進
ん
で
軍
需
に
も
応
じ
ら
れ
る
よ
う
な
民
間
造
船
所
が
必
要
と
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（
１０２
）。
し
か
し
前
述
の
通
り
、
立
地
条
件
の
悪
さ
に
よ
っ
て
同
造
船
所
が
「
外
需
」
と
「
軍
需
」
に
応
じ
る
能
力
の
は
実
に
欠
乏
で
あ
っ
た
。
こ
の
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東
京
湾
内
の
海
軍
部
外
船
の
修
理
能
力
の
不
足
問
題
が
改
善
さ
れ
る
の
は
日
清
戦
争
以
降
で
あ
っ
た
。
私
立
船
渠
の
発
達
に
よ
っ
て
明
治
三
二
年
五
月
、
海
軍
省
は
「
自
今
海
軍
造
船
廠
ニ
於
テ
ハ
帝
国
海
軍
艦
船
ニ
ア
ラ
サ
ル
船
舶
ノ
入
渠
修
理
等
ヲ
施
行
セ
ス
。
但
シ
海
難
其
他
一
時
危
急
ノ
場
合
又
ハ
民
間
ニ
於
テ
施
行
シ
難
キ
理
由
ア
ル
モ
ノ
ハ
此
限
リ
ニ
ア
ラ
ス
（
１０３
）」
と
布
告
し
、
部
外
船
修
理
へ
の
従
事
を
禁
止
し
た
。
前
述
の
通
り
、
外
国
船
の
修
理
に
関
し
て
経
営
や
収
益
と
い
っ
た
点
で
は
、
石
川
島
造
船
所
に
お
け
る
「
外
需
」
の
意
義
は
薄
く
見
え
る
。
し
か
し
、
外
国
船
が
不
開
港
場
に
位
置
す
る
造
船
所
に
修
理
を
申
請
す
る
際
の
規
則
が
制
定
さ
れ
た
際
、
石
川
島
造
船
所
は
、
明
治
三
〇
年
代
以
前
に
お
け
る
東
京
湾
内
で
外
国
船
の
入
渠
修
理
に
対
応
可
能
な
唯
一
の
私
立
造
船
所
と
し
て
「
前
例
」
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
日
清
戦
争
後
に
開
業
し
た
浦
賀
船
渠
や
石
川
島
造
船
所
浦
賀
分
工
場
な
ど
、
東
京
湾
内
の
私
立
造
船
所
が
「
外
需
」
事
務
に
従
事
す
る
際
に
は
、
石
川
島
造
船
所
に
お
け
る
外
国
船
修
理
が
先
例
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
設
の
私
立
造
船
所
が
外
国
船
の
修
理
を
受
け
入
れ
る
状
況
、
お
よ
び
海
軍
が
「
外
需
」
排
除
に
い
た
る
背
景
に
関
す
る
検
討
は
将
来
課
題
と
し
て
別
稿
に
譲
り
た
い
。
註（１
）
鈴
木
淳
『
明
治
の
機
械
工
業
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
六
年
）
五
四
頁
。
（
２
）『
中
外
商
業
新
報
』
第
五
二
〇
五
号
、
明
治
三
二
年
六
月
二
三
日
。
（
３
）
室
山
義
正
『
近
代
日
本
の
軍
事
と
財
政
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
二
八
九
〜
三
〇
一
頁
。
（
４
）
海
軍
大
臣
官
房
編
『
海
軍
制
度
沿
革
』
第
八
巻
、（
海
軍
大
臣
官
房
、
一
九
四
〇
年
）
二
七
三
頁
。
（
５
）
横
須
賀
海
軍
工
廠
編
『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
第
二
巻
（
原
書
房
、
一
九
七
九
年
）
二
二
七
頁
。
（
６
）『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
第
二
巻
（
原
書
房
、
一
九
七
九
年
）、
三
九
〇
〜
三
九
一
頁
。
（
７
）「
英
国
軍
艦
ヲ
ー
ダ
シ
ウ
ス
号
横
須
賀
造
船
所
ヘ
入
渠
修
理
請
求
ノ
処
更
ニ
長
崎
造
船
所
ヘ
入
渠
ノ
件
」、「
帝
国
造
船
所
二
於
テ
外
国
船
艦
修
理
方
請
願
雑
件
」（
以
下
「
請
願
雑
件
」
と
略
す
）
第
三
巻
、
外
務
省
記
録5-1-8-0
-11_003
、Ref.B
07090388200
。
以
下
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
て
閲
覧
で
き
る
史
料
は
す
べ
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
で
表
記
す
る
。
（
８
）「
独
逸
国
軍
艦
ナ
ウ
チ
ル
ス
号
横
須
賀
造
船
所
入
渠
の
件
」
海
軍
省
公
文
備
考
、
普
号
通
覧-M
18-25-129
、Ref.C
11019535300
。
（
９
）
ア
メ
リ
カ
軍
艦
ヲ
シ
ツ
ピ
ー
号
の
ケ
ー
ス
は
、「
横
浜
ヨ
リ
支
那
上
海
ニ
渡
航
ノ
際
、
本
艦
畏
ル
可
キ
非
常
ノ
暴
風
ニ
遭
ヒ
為
メ
ニ
大
坂
ノ
南
東
ヨ
リ
大
約
六
十
里
ノ
処
ニ
於
テ
頗
ル
破
壊
」
さ
れ
た
も
の
で
「
若
シ
修
繕
ヲ
加
ヘ
サ
レ
ハ
忽
チ
沈
没
ス
可
キ
危
難
ニ
陥
ラ
ン
ト
ス
」
と
い
う
極
め
て
危
険
な
状
態
に
あ
っ
た
。
海
軍
省
は
そ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
し
て
同
艦
を
優
先
的
に
修
理
す
る
よ
う
指
示
し
た
。「
米
国
軍
艦
ヲ
シ
ツ
ピ
ー
号
横
須
賀
造
船
所
ヘ
入
渠
修
理
請
求
ノ
件
」、「
請
願
雑
件
」
第
三
巻
、Ref.B
07090388100
。
お
よ
び
「
米
国
軍
艦
ヲ
シ
ツ
ピ
ー
号
航
海
中
破
損
に
付
き
横
須
賀
造
船
所
に
於
て
修
理
の
件
」、
海
軍
省
公
文
備
考-
普
号
通
覧-M
18-33-137
、Ref.C
11019621300
参
照
。
（
１０
）
同
艦
の
至
急
修
理
に
関
し
て
ロ
シ
ア
公
使
は
海
軍
省
に
遭
難
し
た
「
ア
レ
ウ
ト
号
捜
索
之
為
メ
、
北
海
ヘ
航
行
可
致
者
ニ
有
之
候
ニ
付
、
大
至
急
ヲ
要
シ
候
儀
ニ
候
」
と
請
求
し
て
い
た
。
同
事
情
を
考
慮
し
て
海
軍
省
は
横
須
賀
鎮
守
府
に
対
し
て
同
艦
の
「
修
理
ハ
大
至
急
取
計
フ
ベ
シ
」
と
命
じ
て
い
た
。
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「
露
国
軍
艦
ウ
イ
チ
ヤ
ヂ
ー
号
修
復
の
た
め
横
須
賀
へ
入
港
ア
レ
ウ
ト
号
捜
索
の
た
め
至
急
修
復
の
件
」、
海
軍
省
公
文
雑
輯-M
20-7-35
、Ref.C
10124097000
。
（
１１
）
た
と
え
ば
、
ロ
シ
ア
軍
艦
モ
ノ
マ
フ
の
場
合
、
外
務
省
は
省
員
安
藤
謙
介
を
海
軍
省
に
派
遣
し
、「
公
使
ヨ
リ
親
シ
ク
依
頼
有
之
候
間
、
右
入
渠
之
義
御
繰
合
ヲ
以
テ
至
急
相
運
ヒ
候
様
致
度
」
と
同
艦
の
優
先
修
理
を
依
頼
し
て
い
た
。
依
頼
を
受
け
た
海
軍
省
も
横
須
賀
鎮
守
府
に
対
し
て
「
露
国
軍
艦
入
渠
ノ
義
最
モ
至
急
ヲ
要
シ
、
只
今
ヨ
リ
モ
入
渠
致
度
旨
外
務
省
ヨ
リ
切
ニ
依
頼
ア
リ
。
依
テ
可
相
成
至
急
入
渠
ス
ル
コ
ト
ニ
精
々
繰
合
」
と
命
令
し
た
。
「
露
国
軍
艦
入
渠
の
件
」
海
軍
省
公
文
備
考-
普
号
通
覧-M
18-13-117
、
Ref.C
11019420400
、C
11019420500
。
（
１２
）
八
年
五
月
一
三
日
神
奈
川
県
令
中
島
信
行
宛
海
軍
大
輔
川
村
純
義
書
簡
お
よ
び
八
年
六
月
二
五
日
寺
島
外
務
卿
宛
川
村
海
軍
大
輔
書
簡
、「
横
須
賀
造
船
所
ニ
於
テ
外
国
船
艦
入
渠
修
理
取
扱
参
考
書
」
外
務
省
外
交
史
料
館5-1
-8-0-4
、
分
割
一Ref.B
07090374700
、
五
三
、
六
六
画
像
目
。
（
１３
）「
金
剛
艦
入
渠
の
件
」
海
軍
省
公
文
備
考-
普
号
通
覧-M
18-5-109
、Ref.
C
11019338000
。
（
１４
）「
金
剛
艦
入
渠
の
件
」
海
軍
省
公
文
備
考-
普
号
通
覧-M
18-5-109
、Ref.
C
11019337900
。
（
１５
）
当
時
北
洋
艦
隊
の
日
本
来
航
の
目
的
、
お
よ
び
事
件
の
経
緯
に
関
し
て
馮
青
氏
の
研
究
が
詳
し
い
。
馮
青
『
中
国
海
軍
と
近
代
日
中
関
係
』（
錦
正
社
、
二
〇
一
一
年
）。
（
１６
）「
清
国
軍
艦
長
崎
ニ
来
航
修
繕
ス
ル
様
李
鴻
章
ヘ
勧
告
ノ
儀
ニ
付
在
天
津
領
事
ヨ
リ
申
出
ノ
件
」、「
請
願
雑
件
」
第
三
巻
、Ref.B
07090388600
。
（
１７
）
モ
ノ
カ
シ
ー
号
の
修
理
問
題
に
関
し
て
、「
米
国
軍
艦
モ
ノ
カ
シ
ー
号
横
須
賀
造
船
所
ニ
於
テ
船
体
検
査
請
求
ノ
件
」、「
請
願
雑
件
」
第
三
巻
、Ref.B
07090388700
、「
造
修
２
６
９
丁
」、
海
軍
省-
公
文
備
考-M
20-3-87
、
Ref.C
06090806200
、
お
よ
び
『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
第
二
巻
、
三
八
三
頁
参
照
。
（
１８
）「
露
国
軍
艦
入
渠
の
義
の
」、
海
軍-
公
文
雑
輯
艦
船
部
別
輯-M
20-17
-1
、Ref.C
10100022400
。
（
１９
）「
外
国
船
修
復
取
扱
手
順
の
件
に
付
外
務
省
へ
照
会
」
お
よ
び
「
外
国
船
修
復
取
扱
手
順
の
件
に
付
神
奈
川
県
へ
達
」、
海
軍
省-
公
文
類
纂-M
10-51
-271
、Ref.C
09112528300
、C
09112528400
。
（
２０
）「
造
修
２
６
９
丁
」、
海
軍
省-
公
文
備
考-M
20-3-87
、Ref.C
06090806300
。
（
２１
）「
独
逸
軍
艦
「
イ
ル
チ
ス
号
」
入
渠
取
計
の
件
」、
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
21-6-50
、Ref.C
10124308000
。
（
２２
）
二
一
年
五
月
八
日
海
軍
大
臣
西
郷
従
道
宛
外
務
大
臣
大
隈
重
信
書
簡
、「
横
須
賀
造
船
所
ニ
於
テ
外
国
船
艦
入
渠
修
理
取
扱
参
考
書
」
外
務
省
外
交
史
料
館5-1-8-0-4
、
分
割
二
、Ref.B
07090374800
、
三
四
〜
三
五
画
像
目
。
（
２３
）
同
前
、
三
六
〜
三
七
画
像
目
。
（
２４
）『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
第
三
巻
、
一
二
頁
。
（
２５
）「
各
国
郵
船
等
修
復
出
願
手
順
の
件
神
奈
川
県
上
申
」、
海
軍
省-
公
文
類
纂-M
9-8-196
、Ref.C
09112173100
。
（
２６
）『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
第
三
巻
、
六
九
頁
。
（
２７
）「
横
須
賀
鎮
守
府
橋
立
工
事
残
業
の
件
」、
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23-3-
87
、Ref.C
10124756900
。
（
２８
）『
海
軍
制
度
沿
革
』
巻
八
（
海
軍
大
臣
官
房
、
一
九
四
〇
年
）
一
二
一
頁
。
（
２９
）「
軍
艦
大
和
第
２
検
査
の
延
期
の
件
外
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23-3-87
、
41
Ref.C
10124758200
。
（
３０
）「
水
雷
艇
小
鷹
修
理
に
付
上
申
の
件
」、
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23-3-87
、
Ref.C
10124753500
。
（
３１
）「
扶
桑
艦
小
蒸
汽
船
機
関
部
修
理
石
川
島
造
船
所
へ
委
託
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23-3-87
、Ref.C
10124753700
。
（
３２
）「
髙
雄
艦
機
関
部
修
理
石
川
島
造
船
所
へ
委
託
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯
-M
23-3-87
、Ref.C
10124754000
。
（
３３
）「
大
和
艦
長
上
申
修
理
廉
書
中
付
箋
の
分
石
川
島
造
船
所
へ
委
託
修
理
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23-3-87
、Ref.C
10124754800
。
（
３４
）「
軍
艦
武
蔵
船
体
部
機
関
部
修
理
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23-3-87
、
Ref.C
10124755700
。
（
３５
）「
浪
速
艦
機
関
部
修
理
石
川
島
造
船
所
へ
委
託
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯
-M
23-3-87
、Ref.C
10124755500
。
（
３６
）「
横
須
賀
鎮
守
府
大
学
校
小
蒸
汽
船
及
軍
艦
海
門
修
理
石
川
島
造
船
所
へ
委
託
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23-3-87
、Ref.C
10124756000
。
（
３７
）「
横
須
賀
水
雷
隊
第
４
震
天
修
理
及
改
造
石
川
島
造
船
所
へ
依
託
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23-3-87
、Ref.C
10124756400
。
（
３８
）「
英
国
軍
艦
リ
ヤ
ン
ダ
号
船
底
塗
替
軍
艦
ア
ラ
ク
リ
テ
ー
入
渠
報
告
」、
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23-3-87
、Ref.C
10124758500
。
（
３９
）「
魯
国
軍
艦
ナ
シ
モ
フ
工
事
の
義
に
付
御
届
」、
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23
-3-87
、Ref.C
10124758600
。
（
４０
）「
軍
艦
武
蔵

城
修
理
石
川
島
造
船
所
へ
分
割
依
托
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
25-3-120
、Ref.C
10125084500
、
お
よ
び
「
軍
艦
八
重
山
修
理
工
事
石
川
島
造
船
所
へ
分
割
依
托
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
25-3
-120
、Ref.C
10125084700
。
（
４１
）「
横
須
賀
鎮
守
府
米
国
軍
艦
パ
ラ
ス
号
入
渠
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-
M
25-4-121
、Ref.C
10125092400
。
（
４２
）「
横
須
賀
鎮
守
府
仏
国
郵
船
ヤ
ラ
号
の
工
事
定
時
間
外
４
時
間
増
服
業
施
行
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
25-4-121
、Ref.C
10125091100
。
な
お
、
二
六
年
末
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
艦
長
の
至
急
修
理
の
請
求
に
応
じ
て
横
須
賀
造
船
所
が
職
工
を
残
業
さ
せ
た
事
例
も
あ
る
。「
仏
国
軍
艦
ア
ン
コ
ン
ス
タ
ン
号
機
械
修
理
の
為
増
服
業
の
義
に
付
御
届
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-
M
26-4-136
、Ref.C
10125280900
。
（
４３
）
明
治
二
七
年
八
月
一
五
日
海
軍
省
告
示
第
一
一
号
、「
公
文
類
聚
」
第
一
八
編
、
明
治
二
七
年
、
巻
三
二
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、Ref.A
15112855100
。
（
４４
）
明
治
二
八
年
一
月
四
日
海
軍
省
告
示
第
一
号
、「
公
文
類
聚
」
第
一
九
編
、
明
治
二
八
年
、
巻
二
四
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、Ref.A
15113006700
。
（
４５
）『
海
軍
制
度
沿
革
』
巻
八
（
海
軍
大
臣
官
房
、
一
九
四
〇
年
）
二
七
三
頁
。
（
４６
）『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
第
三
巻
、
二
〇
二
〜
二
〇
五
頁
。
（
４７
）「
軍
艦
修
理
改
造
新
設
及
公
試
運
転
并
検
査
施
行
付
委
託
契
約
保
証
金
の
件
」
海
軍
省-
公
文
備
考-M
28-3-212
、（
六
）
二
四
〜
二
五
画
像
目
、
Ref.C
06091029500
、（
一
一
）
二
七
画
像
目
、Ref.C
06091030000
、
（
一
二
）
二
九
画
像
目
、Ref.C
06091030100
参
照
。
（
４８
）「
軍
艦
出
入
渠
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
27-3-154
、Ref.C
10125465200
、
四
〇
画
像
目
、
お
よ
び
「
英
艦
カ
ロ
ラ
イ
ン
号
入
渠
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
27-3-154
、Ref.C
10125465300
。
（
４９
）「
露
国
軍
艦
「
ア
ド
ミ
ラ
ル
ナ
ヒ
モ
ー
」
号
神
戸
よ
り
横
須
賀
へ
向
け
直
航
入
港
の
件
」、
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
27-3-154
、Ref.C
10125465400
。
（
５０
）
例
え
ば
、
二
七
年
八
月
の
禁
令
が
徹
廃
さ
れ
た
直
後
の
一
月
中
旬
、
横
須
賀
造
船
所
は
ド
イ
ツ
商
船
イ
レ
ネ
号
の
修
理
を
受
入
れ
た
。「
独
乙
商
船
「
イ
42
レ
ネ
」
号
入
渠
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
28-2-167
、Ref.C
10125654400
。
（
５１
）
寺
谷
武
明
『
日
本
近
代
造
船
史
序
説
』（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
七
九
年
）
四
五
頁
。
（
５２
）「
主
船
寮
ニ
於
テ
修
復
船
取
扱
之
手
続
」、「
海
軍
省-
公
文
類
纂-M
7-11
-167
、Ref.C
09112105500
、
一
五
〜
一
九
画
像
目
。
（
５３
）
同
前
、
二
五
画
像
目
。
（
５４
）「
修
覆（
４
）」、海
軍
省-
公
文
類
纂-M
7-11-167
、Ref.C
09112105600
、
七
〜
九
画
像
目
。
（
５５
）
前
掲
室
山
義
正
『
近
代
日
本
の
軍
事
と
財
政
』
一
四
四
頁
。
（
５６
）『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
第
二
巻
、
二
四
頁
。
（
５７
）
前
掲
室
山
義
正
『
近
代
日
本
の
軍
事
と
財
政
』
一
四
四
頁
。
（
５８
）『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
第
二
巻
、
二
九
〜
三
〇
頁
。
（
５９
）
石
川
島
重
工
業
株
式
会
社
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
石
川
島
重
工
業
株
式
会
社108
年
史
』（
同
社
、
一
九
六
一
年
）
二
〇
二
頁
。
（
６０
）『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
第
二
巻
、
六
一
〜
六
五
頁
。
（
６１
）「
戊
１
号
大
日
記
造
船
局
申
出
石
川
島
へ
ト
ッ
ク
御
建
築
の
件
」
海
軍
省
-
公
文
類
纂-M
5-29-101
、Ref.C
09110717600
。
（
６２
）『
石
川
島
重
工
業
株
式
会
社108
年
史
』
三
六
三
頁
。
（
６３
）『
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
九
年
一
二
月
二
一
日
号
。
（
６４
）『
石
川
島
重
工
業
株
式
会
社108
年
史
』
二
〇
三
頁
。
（
６５
）
た
と
え
ば
、
前
掲
『
日
本
近
代
造
船
史
序
説
』
四
五
〜
五
〇
頁
。
（
６６
）『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
一
二
年
五
月
六
日
、
二
百
四
頁
の
雑
報
の
記
事
で
は
「
即
今
石
川
島
に
て
修
繕
中
の
雷
電
艦
は
工
事
の
終
り
次
第
に
横
須
賀
廻
り
夫
よ
り
近
海
を
巡
航
す
る
手
筈
な
り
と
」
と
記
載
し
て
い
る
。
（
６７
）「
蒼
龍
丸
民
立
造
船
所
於
て
修
復
致
度
軍
務
局
上
申
」
海
軍
省-
公
文
類
纂
-M
13-12-514
、Ref.C
09114148000
、
一
画
像
目
。
（
６８
）「
艦
船
修
理
改
造
并
新
設
工
事
」
海
軍
省-
公
文
備
考-M
27-2-197
、Ref.
C
06091009000
、
四
一
画
像
目
。
（
６９
）
前
掲
「
蒼
龍
丸
民
立
造
船
所
於
て
修
復
致
度
軍
務
局
上
申
」、
三
〜
四
画
像
目
。
（
７０
）「
造
船
所
伺
筑
波
艦
修
理
方
」
海
軍
省-
公
文
類
纂-M
14-9-583
、Ref.
C
09114991700
、
一
〜
二
画
像
目
。
（
７１
）『
海
軍
制
度
沿
革
』
巻
八
（
海
軍
大
臣
官
房
、
一
九
四
〇
年
）
一
一
四
頁
。
（
７２
）
古
谷
昌
二
『
平
野
富
二
伝
考
察
と
補
遺
』（
朗
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
四
五
九
〜
四
六
三
頁
。
（
７３
）「
主
船
局
上
申
砲
艦
一
艘
石
川
島
平
野
造
船
所
に
於
て
製
造
の
件
」
海
軍
省-
公
文
備
考
別
輯-M
15-1-1
、Ref.C
11081437400
。
（
７４
）
前
掲
『
平
野
富
二
伝
考
察
と
補
遺
』
七
一
〇
〜
七
八
四
頁
、
お
よ
び
艦
船
修
理
関
係
の
海
軍
省
公
文
を
参
考
し
て
作
成
す
る
。
（
７５
）「
水
雷
艇
小
鷹
修
理
に
付
上
申
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23-3-87
、
Ref.C
10124753500
、
一
画
像
目
、
お
よ
び
「
浪
速
艦
機
関
部
修
理
石
川
島
造
船
所
へ
委
託
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23-3-87
、Ref.C
10124755500
、
四
画
像
目
。
（
７６
）『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
第
三
巻
、
一
〇
三
〜
一
〇
四
頁
。
（
７７
）
寺
谷
武
明
『
日
本
近
代
造
船
史
序
説
』
一
〇
九
頁
。
（
７８
）『
石
川
島
重
工
業
株
式
会
社108
年
史
』
お
よ
び
『
平
野
富
二
伝
考
察
と
補
遺
』
所
収
の
入
渠
記
録
を
参
照
。
（
７９
）「
軍
艦
天
龍
第
２
検
査
の
件
」
海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
23-3-87
、Ref.
C
10124757700
、
お
よ
び
「
軍
艦
高
千
穂
修
理
改
造
及
新
設
工
事
の
件
」
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海
軍
省-
公
文
雑
輯-M
25-3-120
、Ref.C
10125085500
、
三
五
〜
三
六
画
像
目
。
（
８０
）
前
掲
室
山
義
正
『
近
代
日
本
の
軍
事
と
財
政
』
一
五
三
頁
。
（
８１
）「
石
川
島
修
船
場
開
業
外
国
船
入
渠
修
理
免
許
ノ
件
」、
石
川
島
修
船
場
二
於
テ
外
国
艦
入
渠
修
理
取
扱
参
考
書
、
外
務
省
外
交
史
料
館5-1-8-0-5
、
Ref.B
07090375200
、
五
画
像
目
。
（
８２
）
同
前
、
六
画
像
目
お
よ
び
一
〇
画
像
目
。
（
８３
）『
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
九
年
一
二
月
二
一
日
号
。
（
８４
）
後
述
の
『
明
治
立
志
編
』
は
ノ
ル
デ
ン
ス
キ
ヨ
ル
ト
を
ロ
シ
ア
の
「
軍
艦
」
と
記
載
し
て
い
る
が
、
東
京
都
公
文
書
館
所
収
の
、
明
治
一
五
年
の
石
川
島
造
船
所
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
帆
船
オ
ッ
ト
ル
号
の
入
渠
修
理
関
係
の
文
書
に
は
「
明
治
十
三
年
魯
国
商
船
修
復
之
依
頼
」
が
先
例
と
し
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、「
此
度
も
同
様
之
儀
ニ
付
御
聞
置
相
成
可
然
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
石
川
島
平
野
富
二
造
船
所
に
て
ア
メ
リ
カ
船
修
繕
の
件
」、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
『
官
庁
往
復
録
』
明
治
一
五
年
外
務
掛
（612.C
5.10
）。
（
８５
）
津
田
権
平
『
明
治
立
志
編
』（
一
名
・
民
間
栄
名
伝
）
二
編
（
兎
屋
誠
出
版
、
一
八
八
〇
〜
一
八
八
一
年
）
七
ノ
八
〜
七
ノ
九
頁
。
（
８６
）
明
治
一
九
年
、
兵
庫
造
船
所
の
貸
渡
し
を
め
ぐ
っ
て
川
崎
正
蔵
と
競
争
し
た
際
、
造
船
業
に
従
事
し
た
実
績
を
示
す
た
め
平
野
富
二
は
明
治
一
〇
年
の
開
業
以
来
、
一
九
年
ま
で
の
石
川
島
平
野
造
船
所
の
船
舶
修
造
調
書
を
農
商
務
省
に
提
出
し
た
。
こ
こ
で
同
調
書
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
し
て
表
九
を
作
成
す
る
。「
同
省
所
轄
兵
庫
造
船
所
ヲ
東
京
築
地
造
船
所
主
川
崎
正
蔵
ニ
貸
付
ス
」、「
公
文
類
聚
」
第
十
編
、
明
治
一
九
年
第
三
六
巻
、
民
業
一
。Ref.A
15111245400
、
二
二
〜
二
六
画
像
目
。
（
８７
）
前
掲
『
日
本
造
船
史
序
説
』
五
三
頁
。
（
８８
）
石
川
島
ま
で
の
航
路
の
浚
渫
は
石
川
島
平
野
造
船
所
の
開
業
以
来
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
明
治
一
三
年
以
降
平
野
富
二
は
幾
度
と
な
く
東
京
湾
の
浚
渫
に
関
し
て
東
京
府
に
建
言
書
を
提
出
し
て
い
た
。
前
掲
『
平
野
富
二
伝
考
察
と
補
遺
』
三
四
二
〜
三
四
三
頁
。
ま
た
一
七
、
一
八
年
の
東
京
湾
の
浚
渫
工
事
の
具
体
的
な
状
況
に
関
し
て
東
京
市
編
『
東
京
市
史
稿
』
港
湾
編
お
よ
び
市
街
編
七
二
が
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
。
（
８９
）
寺
谷
武
明
の
指
摘
に
よ
る
と
、
二
〇
年
代
初
期
に
な
る
と
石
川
島
造
船
所
に
お
け
る
造
機
部
門
の
収
入
は
総
収
入
の
八
割
ほ
ど
を
占
め
て
い
た
。
造
修
船
部
門
の
経
営
上
の
意
義
は
当
時
は
比
較
的
に
小
さ
か
っ
た
。
前
掲
『
日
本
造
船
史
序
説
』
一
〇
八
〜
一
〇
九
頁
。
（
９０
）「
各
国
郵
船
等
修
復
出
願
手
順
の
件
神
奈
川
県
上
申
」、
海
軍
省-
公
文
類
纂-M
9-8-196
、Ref.C
09112173100
。
（
９１
）「
外
国
船
修
復
ノ
為
石
川
島
ヘ
回
漕
ノ
義
ニ
付
神
奈
川
県
令
伺
並
指
令
」
石
川
島
修
船
場
二
於
テ
外
国
艦
入
渠
修
理
取
扱
参
考
書
、
外
務
省
外
交
史
料
館
5-1-8-0-5
、Ref.B
07090375300
、
二
画
像
目
。
（
９２
）
同
前
、
五
画
像
目
。
（
９３
）
明
治
二
一
年
、
平
野
富
二
は
個
人
経
営
体
制
を
放
棄
し
、
株
式
会
社
の
設
立
を
決
意
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
二
二
年
株
式
会
社
石
川
島
造
船
所
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
の
個
人
経
営
時
代
の
同
造
船
所
に
関
し
て
は
、「
石
川
島
平
野
造
船
所
」
と
表
記
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
「
石
川
島
造
船
所
」
と
表
記
す
る
。
（
９４
）「
石
川
島
造
船
所
ヘ
ア
メ
リ
カ
船
ラ
コ
ダ
号
修
繕
の
為
廻
送
の
件
」、「
石
川
島
造
船
所
長
よ
り
外
国
船
帰
船
届
」、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
『
庶
政
要
録
』
雑
ノ
部
、
官
房
外
務
掛
明
治
二
三
〜
二
五
年
（619.D
5.11
）。
（
９５
）
た
と
え
ば
二
六
年
一
〇
月
、
石
炭
庫
船
エ
メ
リ
ー
号
の
場
合
、
造
船
所
は
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「
今
般
横
浜
居
留
地
四
番
太
平
洋
郵
便
汽
船
会
社
代
理
店
ヨ
リ
同
社
所
有
石
炭
庫
船
エ
メ
リ
ー
号
入
渠
修
復
之
義
横
浜
税
関
之
許
可
ヲ
得
テ
依
頼
致
来
、
昨
夕
当
石
川
島
へ
本
船
曳
入
候
間
、
乗
込
人
名
書
相
添
此
段
御
届
申
上
候
也
」
と
府
知
事
に
上
申
し
て
い
た
。「
米
国
船
入
渠
修
復
届
」、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
『
普
通
第
２
種
、
願
伺
届
録
』
官
房
外
務
掛
、
明
治
二
六
年
（620.
D
8.08
）。
（
９６
）
た
と
え
ば
、
明
治
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
帆
船
オ
ッ
ト
ル
号
の
ケ
ー
ス
で
は
、
同
船
は
「
右
修
繕
落
成
、
去
ル
廿
一
日
出
帆
」
と
あ
り
、
修
理
完
了
後
の
報
告
は
五
月
二
四
日
で
あ
る
か
ら
、
出
航
の
三
日
後
に
府
庁
に
報
告
し
た
こ
と
に
な
る
。「
石
川
島
平
野
富
二
造
船
所
に
て
ア
メ
リ
カ
船
修
繕
の
件
」、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
『
官
庁
往
復
録
』
明
治
一
五
年
外
務
掛
（612.C
5.10
）。
（
９７
）「
米
国
船
入
渠
修
復
届
」、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
『
普
通
第
２
種
、
願
伺
届
録
』
官
房
外
務
掛
、
明
治
二
六
年
（620.D
8.08
）。
（
９８
）「
緒
明
菊
三
郎
持
造
船
場
へ
ド
イ
ツ
船
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
キ
号
入
渠
願
差
許
方
主
務
大
臣
へ
稟
申
の
件
」、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
『
庶
政
要
録
』。
雑
件
ノ
部
、
外
務
課
、
明
治
一
八
〜
二
〇
年
（616.B
7.05
）。
（
９９
）
前
掲
「
緒
明
菊
三
郎
持
造
船
場
へ
ド
イ
ツ
船
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
キ
号
入
渠
願
差
許
方
主
務
大
臣
へ
稟
申
の
件
」
お
よ
び
「
緒
明
菊
三
郎
持
造
船
場
へ
ド
イ
ツ
船
ア
ン
ル
ヤ
ー
ス
号
入
渠
差
許
方
の
件
」、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
『
庶
政
要
録
』。
雑
件
ノ
部
、
外
務
課
、
明
治
一
八
〜
二
〇
年
（616.B
7.05
）。
（
１００
）「
外
国
船
修
復
ノ
為
石
川
島
並
品
川
ヘ
回
漕
許
可
手
続
ノ
義
ニ
付
神
奈
川
県
知
事
上
申
並
指
令
」
石
川
島
修
船
場
二
於
テ
外
国
艦
入
渠
修
理
取
扱
参
考
書
、
外
務
省
外
交
史
料
館5-1-8-0-5
、Ref.B
07090375300
。
（
１０１
）
湯
川
文
彦
「
明
治
初
年
外
交
事
務
の
形
成
」（『
明
治
維
新
史
研
究
』
第
七
号
、
二
〇
一
一
年
）。
（
１０２
）
室
山
義
正
『
近
代
日
本
の
軍
事
と
財
政
』
一
四
九
頁
。
（
１０３
）『
海
軍
制
度
沿
革
』
第
八
巻
、
二
七
三
頁
。
45
